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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥10〜20時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥13〜20時
第 2 、第 ４ 土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第1、第3、第 ５ 土曜日‥‥10〜1８時

９
月
29
日
13
時（
現
地
時
間
）、
私
た

ち
は
目
標
に
し
て
い
た
未
踏
峰
・
マ
ン

セ
イ
ル
峰（M

ansail

６
２
４
２
ｍ
）の

初
登
頂
に
成
功
し
た
。

５
月
21
日
、中
・
ネ
国
境
線
上
を
含

む
１
０
４
座
の
未
踏
峰
が
解
禁
さ
れ
た
。

事
前
情
報
の
段
階
か
ら
あ
ら
か
じ
め
申

請
準
備
を
行
な
い
、
公
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
即
座
に
申
請
、M

ansail

（
６
２
４

２ｍ
）、Mansail S

outh

（
６
２
５
１ｍ
）、 

M
ustang H

im
al

（
６
１
９
５ｍ
）の
3

座
の
許
可
を
取
得
し
た
。
長
い
間
禁
断

の
エ
リ
ア
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
ロ
ー

マ
ン
タ
ン
か
ら
北
に
、
外
国
人
と
し
て

初
め
て
足
跡
を
残
し
た
こ
と
に
な
る
。

登
頂
し
た
の
は
隊
長
の
井
上
由
樹
子

（
24
歳
会
員
番
号
１
５
４
５
４
武
蔵

野
大
４
年
）、長
谷
川
恵
理（
22
歳
１
５

５
９
４
創
価
大
４
年
）、
中
村
眞
理
子

（
22
歳
１
５
６
０
７
筑
波
大
４
年
）、

お
よ
び
顧
問
と
し
て
同
行
の
谷
口
け
い

（
42
歳
１
５
６
３
４
）
の
４
人
。
体
調

を
崩
し
て
い
た
三
島
夏
帆（
21
歳
１
５

６
１
４
弘
前
大
3
年
）は
29
日
、
Ｂ
Ｃ

ま
で
到
着
し
た
が
登
頂
は
断
念
し
た
。

事
前
の
偵
察
で
は
、
ピ
ー
ク
南
面
の

ス
ラ
ブ
状
岩
壁
ま
た
は
東
稜
の
脆
い
岩

稜
を
ル
ー
ト
と
想
定
し
て
い
た
が
、
困

難
が
予
想
さ
れ
た
。

ア
タ
ッ
ク
当
日
、Ｃ
2（
５
６
８
４
ｍ
）

出
発
時
に
は
青
空
が
出
て
い
た
も
の
の

や
が
て
小
雪
が
降
り
始
め
、
稜
線
で
は

本
降
り
に
。
東
稜
北
面（
チ
ベ
ッ
ト
）側

に
ル
ー
ト
を
見
つ
け
、
1
本
の
ロ
ー
プ

で
４
人
が
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
、
携
行
し
た

ギ
ア
類
を
フ
ル
活
用
し
て
の
苦
労
の
末

の
登
頂
だ
っ
た
。
一
番
高
い
地
点
は
ピ

ナ
ク
ル
状
と
な
っ
て
い
て
立
っ
て
い
な

い
が
、
こ
の
肩
の
部
分
を
山
頂
と
し
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
標
高
は
６
１
６
５
ｍ
を
表
示

（
グ
ー
グ
ル
・
ア
ー
ス
で
は
最
高
点
は

６
１
４
８
ｍ
）。

下
山
は
懸
垂
下
降
で
始
ま
り
、
さ
ら

に
激
し
い
降
雪
で
長
い
氷
河
上
を
ヒ
ド

ン
・
ク
レ
バ
ス
に
神
経
を
遣
い
な
が
ら

ラ
ッ
セ
ル
。そ
の
日
以
降
、深
雪
の
た
め

残
り
2
座
の
縦
走
は
断
念
。
Ｂ
Ｃ
に
戻

っ
た
と
こ
ろ
で
10
月
1
、
2
、
3
日
と
、

モ
ン
ス
ー
ン
明
け
を
知
ら
せ
る
ア
ネ
ハ

ヅ
ル
の
大
群
が
飛
来
、
感
動
の
瞬
間
だ

っ
た
。

４
人
の
女
子
隊
員
は
、
昨
冬
、
立
山

の
国
立
登
山
研
修
所
で
知
り
合
い
、
意

気
投
合
し
て
一
気
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
ま

で
実
現
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
井
上
が
隊

長
と
し
て
仲
間
を
募
り
、
当
初
は
来
年

春
の
遠
征
を
計
画
、
秋
シ
ー
ズ
ン
は
偵

察
行
を
考
え
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、未
踏

峰
の
許
可
取
得
が
現
実
味
を
帯
び
、
そ

れ
な
ら
他
隊
に
先
を
越
さ
れ
る
前
に
や

っ
つ
け
て
し
ま
お
う
と
、６
月
、栂
池
の

早
大
ヒ
ュ
ッ
テ
に
全
員
集
ま
っ
た
の
が

最
初
の
準
備
会
だ
っ
た
。
出
発
ま
で
3

ヶ
月
弱
。
準
備
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
山
行
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ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
、ム
ス
タ
ン
山
群
の
未
踏
峰
・

マ
ン
セ
イ
ル
峰
に
初
登
頂

日
本
山
岳
会
学
生
部　

ム
ス
タ
ン
女
子
登
山
隊

今
春
、
多
く
の
未
踏
峰
が
解
禁
さ
れ
た
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
学

生
部
女
子
登
山
隊
が
、
ム
ス
タ
ン
山
群
の
マ
ン
セ
イ
ル
峰
（
６
２
４
２
ｍ
）
の

初
登
頂
に
成
功
し
た
。
禁
断
の
地
・
ロ
ー
マ
ン
タ
ン
北
方
の
頂
に
初
め
て
立
っ

た
女
子
隊
の
朗
報
を
こ
こ
に
お
届
け
す
る
。
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ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
目
指
し
た
が
登
頂
は

断
念
。
体
調
管
理
に
は
十
分
な
注
意
を

払
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
清
潔
な
日

本
の
衛
生
環
境
で
育
っ
た
学
生
た
ち
が

い
か
に
感
染
症
に
弱
い
か
が
露
呈
さ
れ

る
結
果
と
な
っ
た
。

ロ
ー
マ
ン
タ
ン
よ
り
北
の
谷
に
入
る

に
は
、
地
元
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避

す
る
方
策
が
必
要
と
の
事
前
情
報
が
あ

り
、ロ
ー
マ
ン
タ
ン
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
が

派
遣
し
た
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の

パ
サ
ン
が
同
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

僧
侶
で
も
あ
る
の
で
、
正
統
な
プ
ジ
ャ

（
祈
祷
）も
や
っ
て
く
れ
た
。
最
後
の
集

落
チ
ュ
ム
ジ
ュ
ン
を
過
ぎ
る
と
情
報
の

な
い
ル
ー
ト
と
な
り
、
キ
ャ
ン
プ
地
の

選
定
に
苦
労
し
た
。
本
流
の
チ
ュ
マ
コ

ー
ラ
の
水
は
濁
っ
て
使
え
ず
、
支
流
の

流
れ
を
探
す
。

９
月
20
日
、Ｂ
Ｃ
建
設
。の
ど
か
な
放

牧
地
で
、
ヤ
ク
や
シ
カ
、
ウ
サ
ギ
、
マ

ー
モ
ッ
ト
が
い
る
。
上
部
へ
は
人
や
動

物
の
歩
い
た
形
跡
が
な
く
、
帰
路
の
ル

ー
ト
確
保
の
た
め
ケ
ル
ン
を
積
み
な
が

ら
登
高
。

25
日
、Ｃ
1
建
設
。こ
こ
か
ら
ア
タ
ッ

ク
の
予
定
だ
っ
た
が
思
い
の
ほ
か
歩
き

づ
ら
く
、
ぐ
ら
ぐ
ら
し
た
大
岩
の
連
続

で
距
離
を
稼
げ
ず
、
26
日
に
Ｃ
2
を
建

設
。
隊
員
た
ち
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

お
よ
び
全
員
参
加
の
剱
岳
合
宿
を
計
画
。

即
席
隊
で
は
あ
る
が
、
効
率
良
く
準
備

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

過
去
の
学
生
部
遠
征
で
は
、
学
生
の

み
で
の
隊
員
編
成
だ
っ
た
が
、
昨
今
の

大
学
事
情
で
は
引
率
の
同
行
者
が
ど
う

し
て
も
必
要
と
判
断
。
母
体
で
あ
る
各

４
大
学
の
部
長
先
生
や
父
兄
に
ル
ー
ム

へ
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
説
明
会
を
開
催
。

安
全
管
理
を
中
心
に
説
明
し
た
。

学
生
た
ち
が
国
立
登
山
研
修
所
で
直

接
指
導
を
受
け
た
谷
口
け
い
氏
に
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
う

の
が
い
ち
ば
ん
適
切
で
あ
ろ
う
と
、
無

理
を
承
知
で
長
期
間
の
同
行
を
依
頼
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
谷
口
氏
は
２
０
０

８
年
、ピ
オ
レ
ド
ー
ル
を
受
賞
し
た
名
実

と
も
に
日
本
最
強
の
女
子
ク
ラ
イ
マ
ー
。

あ
ま
り
に
実
力
の
か
け
離
れ
た
学
生
た

ち
だ
け
に
、
遠
征
中
は
終
始
、
技
術
研

修
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
徹
底

的
に
仕
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

谷
口
氏
も
人
跡
未
踏
の
ム
ス
タ
ン
国
境

線
上
の
登
山
と
、
生
き
た
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
が
残
る
希
少
な
文
化
圏
の
山
旅
に
興

味
を
示
し
て
く
れ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
海
外
に
出
る
の

も
初
め
て
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
始
ま
る

遠
征
に
、
初
っ
端
か
ら
体
調
を
崩
す
隊

員
が
続
出
。
原
因
不
明
の
感
染
症
に
最

後
ま
で
悩
ま
さ
れ
た
三
島
は
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
中
高
熱
が
続
い
て
行
動
不
能
に
な

り
、
ヘ
リ
で
レ
ス
キ
ュ
ー
。
カ
ト
マ
ン

ズ
の
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
入
院
。

１
週
間
の
治
療
（
原
因
が
特
定
で
き
ず

対
処
療
法
の
み
）・
静
養
の
後
、
再
度
ベ

高
度
で
荷
上
げ
に
苦
労
し
、結
局
、サ
ー

ダ
ー
と
谷
口
と
で
大
部
分
の
共
同
装
備

を
荷
上
げ
。
さ
ら
に
上
部
偵
察
は
谷
口

に
ま
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

27
日
、快
晴
。氷
河
上
５
８
０
０
ｍ
ま

で
偵
察
。「
マ
ン
セ
イ
ル
峰
は
見
え
た

が
、
急
峻
な
岩
稜
で
登
れ
そ
う
に
思
え

な
い
。
南
峰
は
登
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ム
ス
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
峰
は
見
え
な

い
」と
い
う
結
果
。Ｃ
2
に
戻
る
が
長
谷

川
と
井
上
は
高
度
の
影
響
で
食
事
が
進

ま
ず
。
し
か
し
、
中
村
は
最
初
か
ら
一

度
も
体
調
を
崩
さ
ず
こ
の
高
度
に
も
う

ま
く
順
応
し
て
い
る
。
い
っ
た
ん
全
員

Ｃ
1
に
戻
り
、
体
調
を
整
え
る
こ
と
に

し
た
。
翌
朝
、
全
員
の
健
康
状
態
は
良

好
。
早
速
Ｃ
2
へ
登
る
こ
と
と
す
る
。

28
日
、
晴
れ
。
お
昼
過
ぎ
に
Ｃ
2
到

着
。
谷
口
が
再
び
偵
察
、
５
９
９
６
ｍ

の
東
稜
上
コ
ル
へ
到
達
。「
南
壁
は
ス

ラ
ブ
、
東
稜
は
脆
い
岩
稜
。
北
面
に
氷

河
は
あ
る
が
、
山
頂
ま
で
つ
な
が
っ
て

い
な
い
。
明
日
は
東
稜
か
ら
北
面
に
回

り
込
ん
で
山
頂
を
狙
う
」
と
衛
星
携
帯

で
知
ら
せ
て
き
た
。

29
日
、
晴
れ
。
５
時
出
発
。
氷
河
上

で
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
、
谷
口
が
先
頭
で

固
定
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
い
く
。
や
が
て

吹
雪
と
な
っ
た
が
、13
時
登
頂
。17
時
15

分
、
Ｃ
2
帰
着
。下
山
中
、
わ
ず
か
3
時

東稜から見上げたマンセイル峰

マンセイル峰頂上に立つ３名の女子大生隊員
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間
の
間
に
20
㎝
ほ
ど
の
積
雪
。
1
日
ア

タ
ッ
ク
が
遅
れ
て
い
た
ら
登
頂
は
不
可

能
だ
っ
た
。
一
晩
中
激
し
い
降
雪
。

30
日
、
曇
り
。
山
は
雪
雲
で
覆
わ
れ
、

深
く
積
も
っ
た
雪
の
上
を
Ｃ
2
よ
り
Ｃ

１
へ
、
さ
ら
に
キ
ャ
ン
プ
撤
収
後
、
Ｂ

Ｃ
ま
で
下
山
。
サ
ー
ダ
ー
と
コ
ッ
ク
が

荷
下
ろ
し
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
Ｂ
Ｃ

で
は
到
着
し
た
ば
か
り
の
三
島
が
出
迎

え
て
く
れ
、
再
会
を
喜
び
合
っ
た
。

10
月
１
日
、
快
晴
。
三
島
が
急
激
に

高
度
を
上
げ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
再
び

発
熱
。
サ
ー
ダ
ー
ほ
か
ネ
パ
ー
ル
人
ス

タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
の
下
山
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
深
く
反
省
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

馬
に
乗
っ
た
り
し
て
、
の
ん
び
り
と

ロ
ー
マ
ン
タ
ン
へ
下
山
。
す
で
に
乾
季

で
車
道
も
開
通
し
て
い
た
た
め
、
1
日

で
ジ
ョ
ム
ソ
ン
ま
で
下
山
で
き
た
。
翌

日
は
マ
ル
フ
ァ
の「
河
口
慧
海
博
物
館
」

を
訪
問
。
１
１
４
年
前
、
日
本
人
で
初

め
て
チ
ベ
ッ
ト
を
目
指
し
た
河
口
慧
海

の
足
跡
を
た
ど
る
山
旅
で
も
あ
っ
た
。

井
上
隊
長
の
コ
メ
ン
ト
。「
こ
ん
な

す
ば
ら
し
い
遠
征
が
経
験
で
き
て
、
多

く
の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
谷
口
さ
ん
に
は
い
つ
も
怒
ら

れ
て
ば
か
り
で
し
た
が
、
大
変
有
意
義

で
楽
し
い
39
日
間
で
し
た
。
帰
国
し
た

ら
皆
様
へ
の
ご
報
告
と
、
学
生
部
や
Ｊ

Ａ
Ｃ
で
今
後
に
つ
な
が
る
登
山
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

な
お
、
今
回
開
放
さ
れ
た
１
０
４
座

に
は
既
登
の
ピ
ー
ク
も
複
数
含
ま
れ
て

お
り
、
標
高
や
緯
度
・
経
度
、
山
名
の

間
違
い
な
ど
多
く
の
指
摘
を
ネ
パ
ー
ル

観
光
省
が
受
け
て
い
る
。
未
踏
峰
の
登

山
許
可
取
得
に
関
し
て
、
観
光
省
発
表

の
記
録
だ
け
で
は
判
断
が
難
し
い
こ
と

を
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

【
出
発
か
ら
の
行
動
概
要
】

９
月
５
日　

関
西（
空
路
）カ
ト
マ
ン
ズ

６
日　

カ
ト
マ
ン
ズ（
空
路
）ポ
カ
ラ

10
～
20
日　

ポ
カ
ラ（
空
路
）ジ
ョ
ム
ソ

ン
～
エ
ク
レ
バ
ッ
テ
ィ
～
チ
ュ
サ

ン
～
サ
マ
ル
～
ガ
ミ
～
ロ
ー
マ
ン

タ
ン
～
チ
ュ
ム
ジ
ュ
ン
～
Ｂ
Ｃ

（
４
８
８
８
ｍ
）

25
日　

Ｂ
Ｃ
～
Ｃ
１（
５
４
７
６
ｍ
）

27
日　

Ｃ
１
～
Ｃ
２（
５
６
８
４
ｍ
）

29
日　

Ｃ
2
～
マ
ン
セ
イ
ル
峰
登
頂
～

Ｃ
2

30
日　

Ｃ
2
～
Ｂ
Ｃ

10
月
1
～
2
日　

 

Ｂ
Ｃ
滞
在

3
日　

Ｂ
Ｃ
～
ロ
ー
マ
ン
タ
ン

４
日　

ロ
ー
マ
ン
タ
ン（
車
）ジ
ョ
ム
ソ
ン

５
日　

ジ
ョ
ム
ソ
ン（
空
路
）ポ
カ
ラ

６
日　

 

ポ
カ
ラ
滞
在

７
日　

 

ポ
カ
ラ（
空
路
）カ
ト
マ
ン
ズ

８
～
11
日　

カ
ト
マ
ン
ズ
滞
在

12
日　

カ
ト
マ
ン
ズ
発（
空
路
）

13
日　

成
田
着

 【
報
告
会
の
お
知
ら
せ
】

学
生
部
で
活
動
す
る
４
隊
合
同
で
行

な
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
学
生
た
ち
の

成
果
を
お
聞
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
：
12
月
13
日
（
土
）

開
場
：
９
時
30
分　

①
10
時
：
学
習
院

大
学
／
ザ
ン
ス
カ
ー
ル　

②
11

時
：
東
京
農
業
大
学
／
ム
ス
タ
ー

グ
ア
タ　

③
13
時
：
法
政
大
学
／

ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム　

④
14
時
：
学
生

部
女
子
ム
ス
タ
ン　

終
了
：
15
時

30
分

場
所
：
法
政
大
学
58
年
館
８
７
７
教
室

（
定
員
１
４
４
名
）詳
細
は
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
Ｈ
Ｐ 

に
て
。

年
次
晩
餐
会
登
山
報
告
会
で
も
発
表

い
た
し
ま
す
。

 【
速
報
】２
０
１
４
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
・
ア

ジ
ア
谷
口
け
い
、和
田
淳
二
の
ペ
ア
が

受
賞11

月
６
日
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市
で
受
賞

者
発
表
と
授
賞
式
が
行
な
わ
れ
た
。
４

月
21
日
か
ら
38
日
間
、
ア
ラ
ス
カ
州
デ

ナ
リ
国
立
公
園
・
ル
ー
ス
氷
河
で
４
本

の
新
ル
ー
ト
を
ア
ル
パ
イ
ン
・
ス
タ
イ

ル
で
開
拓
。①
ダ
ン
ビ
ア
ー
ド
南
壁「
プ

レ
リ
ュ
ー
ド
」難
度
Ｖ
ミ
ッ
ク
ス
、７
時

間
。
②
ピ
ー
ク
１
１
３
０
０
イ
ー
ス
ト

ス
パ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
Ｋ
Ｊ
「
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
」。
難
度
Ａ
Ｉ
４+

、Ｍ
５+

（
中
級

だ
が
、
危
険
度
Ｒ
＝
墜
落
す
れ
ば
負
傷

す
る
危
険
大
）18
時
間
30
分
で
完
登
。か

な
り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
の
登
攀
。

③
ダ
ン
ビ
ア
ー
ド
東
壁「
ノ
ク
タ
ー
ン
」

難
度
Ｗ
Ｉ
４
、Ａ
Ｉ
５
、
Ｍ
５
、
12
時
間

で
完
登
。
垂
直
の
氷
壁
と
難
し
い
ミ
ッ

ク
ス
壁
の
連
続
だ
っ
た
が
、
速
攻
で
１

３
０
０
ｍ
の
東
壁
を
突
破
、
頂
上
に
立

っ
た
。
④
ピ
ー
ク
１
１
３
０
０
イ
ー
ス

ト
ス
パ
ー
Ｐ
3「
ソ
ナ
タ
」難
度
Ｗ
Ｉ
４
、

Ｍ
４
、
10
時
間
。
な
お
、
審
査
委
員
長

と
受
賞
者
発
表
は
萩
原
浩
司
が
務
め
た
。

 

（
萩
原
浩
司
）

ヒマラヤを越えるアネハヅルの大群
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外
輪
山
・
黒
斑
山
に
登
山
、道
々
黒
沢
ガ

イ
ド
に
よ
る
実
技
講
習
が
行
な
わ
れ
た
。

豊
富
な
経
験
に
基
づ
く
指
導
は
改
め
て

教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
講
習

会
と
し
て
は
寂
し
い
参
加
者
数
で
あ
っ

た
が
、
実
技
講
習
と
し
て
は
参
加
者
の

顔
が
見
え
る
適
当
な
人
数
で
あ
っ
た
。

初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、来
年
度
は

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、改
め
て
各
支
部

の
協
力
を
仰
い
で
、
よ
り
実
り
あ
る
講
習

会
と
し
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

支
部
登
山
指
導
者
講
習
会
を
受
講
し
て

福
井
支
部　

亀
田
友
紀

昨
今
の
登
山
ブ
ー
ム
の
一
方
で
、
遭

難
事
故
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
。

山
の
魅
力
や
登
山
の
楽
し
み
方
を
伝
え

て
い
く
た
め
に
も
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
、
必
要
な
知
識

を
身
に
付
け
た
い
と
思
い
、
今
回
の
講

習
会
に
参
加
し
た
。

初
日
の
机
上
講
義
は
、
御
嶽
山
の
噴

火
に
よ
り
、
長
野
県
警
の
宮
崎
隊
長
の

講
義
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
と
い
う
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
が
、
自
然
災
害
を

目
の
当
た
り
に
し
、
よ
り
緊
張
感
を
持

っ
て
そ
の
後
の
講
義
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
宮
崎
隊
長
に
代
わ
り
黒
沢
ガ

イ
ド
か
ら
ガ
イ
ド
の
現
場
で
感
じ
た
こ

と
や
山
の
現
状
、
ト
ラ
ブ
ル
事
例
な
ど

支
部
事
業
委
員
会
主
催
に
よ
る
、
支

部
山
行
や
登
山
教
室
の
指
導
者
育
成
を

目
的
と
し
た
指
導
者
講
習
会
が
２
回
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。

第
１
回
は
９
月
13
日
、Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー

ム
で
5
支
部
1４
名
の
講
習
生
を
迎
え
て

開
か
れ
た
。
溝
田
康
史
弁
護
士
に
よ
る

「
登
山
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
法
的
責

任
」と
題
し
て
、民
事
責
任
と
刑
事
責
任

が
あ
る
こ
と
、
リ
ー
ダ
ー
形
態
に
よ
る

責
任
の
度
合
い
の
差
を
山
岳
会
山
行
、

仲
間
同
士
の
登
山
、
ツ
ア
ー
登
山
や
ガ

イ
ド
登
山
・
講
習
会
・
研
修
会
、
大
学
山

岳
部
の
別
に
解
説
い
た
だ
い
た
。
引
率

登
山
と
自
主
登
山
の
違
い
が
重
要
と
い

う
指
摘
が
あ
り
、
登
山
は
危
険
を
承
知

の
上
で
行
な
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

免
責
同
意
書
の
効
力
は
万
能
で
は
な
い
、

な
ど
実
例
を
引
い
て
の
講
演
で
あ
っ
た
。

続
い
て
味
岡
進
Ｊ
Ａ
Ｃ
遭
難
対
策
委
員

に
よ
る
「
失
敗
し
な
い
登
山
計
画
の
立

て
方
」の
講
演
は
、
東
京
・
奥
多
摩
地
区

で
の
山
岳
救
助
隊
長
の
経
験
を
基
に
し

た
話
を
交
え
て
、
登
山
計
画
立
案
の
要

点
を
解
説
さ
れ
た
。
2
つ
の
講
演
と
も

活
発
な
質
疑
応
答
が
交
さ
れ
た
。

第
2
回
は
、
５
支
部
８
名
の
講
習
生

を
迎
え
て
長
野
県
小
諸
市
の
「
安
藤
百

福
セ
ン
タ
ー
」
で
９
月
2７
日
～
2８
日
の

1
泊
2
日
で
開
催
さ
れ
た
。
初
日
は
宮

崎
茂
男
・
長
野
県
警
察
山
岳
遭
難
救
助

隊
長
に
よ
る
「
長
野
県
の
山
岳
遭
難
の

実
情
」の
講
演
予
定
で
あ
っ
た
が
、御
嶽

山
の
噴
火
に
よ
る
緊
急
出
動
の
た
め
キ

ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、急
遽
、黒
沢
徹
ガ
イ

ド
が
代
理
講
演
を
行
な
っ
た
。
黒
沢
ガ

イ
ド
に
は
「
リ
ー
ダ
ー
の
安
全
管
理
」
と

「
読
図
」の
2
部
構
成
で
お
話
い
た
だ
き
、

間
に
野
口
い
づ
み
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
日
本
登
山

医
学
会
理
事
に
よ
る
「
山
で
の
救
急
医

療
」の
講
演
を
挟
ん
だ
。野
口
講
師
に
よ

る
、
ご
自
身
の
豊
富
な
山
登
り
で
経
験

し
た
事
例
を
基
に
し
た
講
演
は
、
医
療

経
験
の
な
い
者
に
と
っ
て
も
わ
か
り
や

す
く
、
実
用
的
な
解
説
で
あ
っ
た
。

黒
沢
ガ
イ
ド
は
、
山
登
り
の
考
え
方
、

山
登
り
へ
の
取
り
組
み
方
な
ど
、
登
山

の
本
質
を
踏
ま
え
て
の
安
全
管
理
と
読

図
の
解
説
で
あ
っ
た
。
熱
心
な
講
演
と

質
疑
応
答
に
時
間
も
忘
れ
、
夕
食
の
時

間
を
遅
ら
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

翌
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
浅
間
山
の

R
eport

支
部
登
山
指
導
者
講
習
会
開
催
さ
る

支
部
事
業
委
員
会
委
員
長　

宮
崎
紘
一

を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
山
の

楽
し
み
方
が
多
様
化
し
、
プ
ロ
と
ア
マ

と
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
リ
ー
ダ
ー

と
な
っ
て
連
れ
て
行
く
立
場
と
し
て
は

共
通
す
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
自
分

自
身
も
登
山
経
験
が
浅
い
た
め
、
指
導

者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
一
登
山
者

と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き
こ
と
を
見
詰

め
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

ま
た
、
近
年
は
ツ
ア
ー
登
山
が
増
え

て
い
る
が
、
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
い
く
だ

け
の
登
山
は
視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
で
、

足
元
ば
か
り
見
て
し
ま
い
、
気
が
つ
い

た
ら
違
う
団
体
の
後
を
歩
い
て
い
て
道

に
迷
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。
す
べ

て
を
ガ
イ
ド
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、

ツ
ア
ー
登
山
で
あ
っ
て
も
、
参
加
者
一

人
一
人
が
自
立
し
た
登
山
者
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

一
方
、「
読
図
」と
い
う
と
難
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
私
自
身
も
苦
手
意
識

が
あ
っ
た
。
だ
が
、
今
回
の
黒
沢
ガ
イ

ド
に
よ
る
読
図
講
習
は
、
コ
ン
パ
ス
の

使
い
方
以
前
に
地
図
か
ら
情
報
を
読
み

取
る
方
法
を
実
践
を
交
え
て
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
簡
単
な
略
図
を
書
く
こ
と

で
尾
根
か
谷
か
、
登
り
か
下
り
か
、
急

登
な
の
か
緩
や
か
な
の
か
、
分
岐
や
ピ

ー
ク
な
ど
、コ
ー
ス
タ
イ
ム
以
外
に
も
い
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ろ
い
ろ
な
情
報
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ

を
自
分
で
略
図
に
し
て
書
く
こ
と
で
、

実
際
に
登
っ
た
と
き
に
イ
メ
ー
ジ
が
し

や
す
く
、
分
岐
な
ど
注
意
す
る
場
所
を

あ
ら
か
じ
め
知
識
と
し
て
持
っ
て
お
く

こ
と
が
、
遭
難
事
故
を
防
ぐ
一
つ
の
対

策
に
な
る
と
感
じ
た
。

道
迷
い
以
外
に
も
、
転
・
滑
落
の
原

因
と
し
て
体
力
の
低
下
や
疲
労
に
よ
る

も
の
も
考
え
ら
れ
る
。
道
具
や
ウ
ェ
ア

を
揃
え
た
り
、
ル
ー
ト
を
調
べ
た
り
す

る
前
に
、
ま
ず
は
自
分
の
体
の
こ
と
を

知
る
こ
と
が
山
で
の
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
感

じ
た
。
野
口
医
師
の
救
急
医
療
講
義
に

よ
る
と
、
登
山
中
に
急
変
を
も
た
ら
し

や
す
い
病
気
は
、
心
疾
患
と
脳
卒
中
で

あ
る
と
い
う
。
特
に
60
歳
を
超
え
る
と

そ
の
リ
ス
ク
は
高
ま
る
た
め
、
既
往
症

の
確
認
な
ど
普
段
か
ら
自
分
の
体
の
こ

と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
自
分
の
命

を
守
る
こ
と
に
な
る
。

2
日
目
の
黒
斑
山
で
の
実
技
は
、
基

本
的
な
山
の
歩
き
方
、
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
歩
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
点
な

ど
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
ま
め
に

地
図
や
コ
ン
パ
ス
で
現
在
地
を
確
認
し
、

地
図
で
の
表
記
と
実
際
の
登
山
道
の
状

況
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
読
図
の

講
習
も
兼
ね
て
行
な
わ
れ
た
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ペ
ー
ス
配
分
や
足

の
運
び
方
、ル
ー
ト
の
選
択
、
参
加
者
の

安
全
確
認
な
ど
、
実
際
に
受
講
生
が
交

代
で
先
頭
を
歩
き
な
が
ら
そ
の
感
覚
を

練
習
し
た
。
し
か
し
、
自
分
が
先
頭
で

歩
い
て
い
る
と
き
に
分
岐
で
標
識
を
見

落
と
し
、
き
ち
ん
と
地
図
で
確
認
も
せ

ず
、
人
が
流
れ
て
い
る
方
へ
と
進
ん
で

し
ま
っ
た
結
果
、
ル
ー
ト
を
間
違
え
て

し
ま
っ
た
。
今
回
は
実
技
練
習
だ
っ
た

た
め
、所
々
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

け
た
が
、
実
際
に
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
歩
く
と
き
は
、
自
分
の
判
断
次
第

で
遭
難
事
故
に
な
り
か
ね
な
い
と
改
め

て
思
っ
た
。

初
め
て
目
に
し
た
浅
間
山
は
、
圧
倒

的
な
存
在
感
と
少
し
色
づ
き
始
め
た

木
々
で
と
て
も
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く

れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
振
り
返
る
と
噴

煙
を
上
げ
て
い
る
御
嶽
山
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
自
然
の
楽
し
さ
と
怖

さ
は
表
裏
一
体
。
万
全
の
対
策
を
と
っ

て
い
て
も
防
ぎ
よ
う
の
な
い
自
然
災
害

も
あ
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
防
げ
た
か

も
し
れ
な
い
事
故
も
あ
る
。
山
登
り
の

ゴ
ー
ル
は
頂
上
で
は
な
く
、
無
事
帰
る

こ
と
。
今
回
の
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と

を
頭
に
置
き
、
指
導
者
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
考
え
、
備
え
、
行
動
し
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
。

第
30
回
全
国
支
部
懇
談
会
・
埼
玉
大

会
は
平
成
26
年
10
月
18
日（
土
）～
19
日

（
日
）、
秩
父
市
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

シ
テ
ィ
農
園
ホ
テ
ル
お
よ
び
秩
父
周
辺

の
山
域
で
開
催
さ
れ
た
。
30
回
目
の
記

念
す
べ
き
全
国
支
部
懇
談
会
が
、
支
部

創
立
5
周
年
の
埼
玉
支
部
主
催
で
開
催

さ
れ
た
こ
と
は
、
支
部
活
性
化
の
成
果

と
し
て
も
意
義
深
い
。
全
国
か
ら
26
支

部
（
本
部
を
含
む
）
１
９
９
名
の
会
員
・

会
友
が
秩
父
に
集
合
し
、
久
々
の
再
会

を
楽
し
み
、
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
受
付
周
辺
で
は
新
井
信
太
郎
会

員
や
山
口
定
男
会
員
の
写
真
展
、
ア
ル

パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
の
絵
画
展
、
自

然
保
護
委
員
会
や
陸
地
測
量
部
の
活
動

資
料
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が

足
を
止
め
、
話
し
合
い
の
輪
が
で
き
て

い
た
。

開
始
式
で
は
大
久
保
春
美
埼
玉
支
部

長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、
公
務

が
重
な
っ
た
た
め
急
遽
欠
席
と
な
っ
た

久
喜
邦
康
秩
父
市
長
か
ら
の
、
全
国
支

部
懇
談
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と

を
祝
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
た
。来

賓
の
紹
介
で
は
、
秩
父
市
役
所
産
業
観

光
部
主
席
主
幹
の
宮
城
敏
氏
、
秩
父
ま

る
ご
と
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
上
席

推
進
員
の
吉
田
健
一
氏
、
埼
玉
県
警
察

山
岳
救
助
隊
副
隊
長
の
飯
田
雅
彦
氏
、

日
本
山
岳
会
・
森
武
昭
会
長
お
よ
び
節

田
重
節
副
会
長
が
壇
上
で
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
講
演
会
と
な
っ
た
。

講
演
（
１
）
で
は
、「
埼
玉
県
の
山
岳

遭
難
事
例
と
安
全
対
策
」と
題
し
、山
岳

救
助
隊
の
飯
田
氏
か
ら
埼
玉
県
内
で
の

山
岳
遭
難
状
況
や
そ
の
特
徴
、
埼
玉
と

群
馬
の
県
境
に
位
置
す
る
赤
岩
岳
で
の

遭
難
者
救
助
活
動
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
臨

大いに盛り上がった懇親会

R
eport

第
30
回
全
国
支
部
懇
談
会
・
埼
玉
大
会
報
告

埼
玉
支
部　

副
実
行
委
員
長　

松
本
敏
夫
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場
感
の
あ
る
映
像
で
紹
介
さ
れ
た
。
最

後
に
、「
遭
難
救
助
活
動
で
思
う
こ
と
」

と
題
し
、登
山
届
の
提
出
、セ
ル
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
の
実
践
、山
ガ
ー
ル
・
山
ボ
ー
イ

な
ど
未
組
織
登
山
者
の
山
岳
会
へ
の
勧

誘
な
ど
の
必
要
性
が
提
示
さ
れ
、
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
講
演
で
思
わ
ず
聞
き
入
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
。
講
演（
2
）で
は
、「
日

本
地
質
学
発
祥
の
地
、
秩
父
か
ら
の
報

告
」と
題
し
、秩
父
ま
る
ご
と
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
の
吉
田
氏
に
よ
り
、
風

土
や
歴
史
に
基
づ
く
秩
父
の
多
様
な
自

然
や
両
神
山
、武
甲
山
、琴
平
丘
陵
と
地

質
と
の
関
連
な
ど
興
味
深
い
報
告
が
あ

っ
た
。
武
田
信
玄
に
攻
め
込
ま
れ
、
平

賀
源
内
が
訪
れ
た
秩
父
盆
地
の
魅
力
が

一
段
と
深
ま
っ
た
講
演
で
あ
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
埼
玉
支
部
の
野
村
孝

義
副
支
部
長
か
ら
主
催
者
を
代
表
し
て

挨
拶
が
行
な
わ
れ
た
の
ち
、
森
武
昭
会

長
か
ら
来
賓
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

秩
父
の
地
酒「
秩
父
錦
」に
よ
る
鏡
割
り
、

支
部
参
加
者
代
表
と
し
て
関
西
支
部
の

重
廣
恒
夫
支
部
長
に
よ
る
乾
杯
で
懇
親

と
な
っ
た
。
秩
父
で
活
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
ポ
・
パ
ン
カ
リ
ー
タ
ス
に
よ
る
南
米

地
方
の
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
の
演
奏
や
秩

父
夜
祭
で
演
奏
さ
れ
る
秩
父
屋
台
ば
や

し
の
迫
力
で
一
気
に
会
場
が
盛
り
上
が

る
。
円
卓
を
囲
む
懇
親
会
で
は
会
員
間

の
交
流
が
一
層
深
め
ら
れ
、
多
数
の
支

部
か
ら
差
し
入
れ
ら
れ
た
自
慢
の
地
酒

も
い
つ
し
か
底
を
つ
く
状
況
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
次
回
の
平
成
27
年
度
全
国
支

部
懇
談
会
を
主
催
す
る
四
国
支
部
の
尾

野
益
大
支
部
長
の
挨
拶
と
一
本
締
め
で

中
締
め
と
な
っ
た
。

19
日
は“
秩
父
晴
れ
”と
い
う
べ
き
好

天
に
恵
ま
れ
、
ホ
テ
ル
の
窓
越
し
に
両

神
山
を
は
じ
め
城
峰
山
、
和
名
倉
山
な

ど
秩
父
の
山
々
が
見
渡
せ
た
。
登
山
は

3
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
時
間
差
を
つ
け

て
ホ
テ
ル
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
徒
歩
で
出

発
し
た
。

両
神
山
コ
ー
ス（
61
名
）は
日
本
百
名

山
の
一
つ
で
あ
り
、
埼
玉
県
内
で
最
も

人
気
の
高
い
両
神
山
に
ほ
と
ん
ど
ク
サ

リ
場
な
し
で
登
れ
る
白
井
差
ル
ー
ト
で

あ
る
。登
山
口
か
ら
5
班
に
分
か
れ
、間

隔
を
開
け
て
出
発
す
る
。
昇
竜
ノ
滝
を

越
え
、オ
オ
ド
リ
河
原
、
水
晶
坂
、
ブ
ナ

坂
な
ど
の
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
樹
林

帯
の
登
山
道
を
登
り
、
真
っ
青
な
秋
空

の
下
、
全
員
元
気
に
両
神
山
山
頂
に
着

い
た
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
好
天
が

重
な
り
登
山
者
も
多
く
、
山
頂
で
の
写

真
撮
影
も
早
々
に
、
往
路
と
同
一
ル
ー

ト
を
下
山
し
た
。

武
甲
山
コ
ー
ス（
63
名
）は
一
の
鳥
居

が
あ
る
生
川
の
武
甲
山
登
山
口
か
ら
5

班
に
分
か
れ
て
出
発
し
た
。
丁
目
石
に

導
か
れ
て
表
参
道
を
登
り
、
水
場
で
あ

る
不
動
ノ
滝
、
五
十
二
丁
目
の
御
嶽
神

社
か
ら
武
甲
山
展
望
台
に
出
て
、
両
神

山
や
城
峰
山
な
ど
秩
父
の
山
々
の
見
事

な
展
望
を
楽
し
む
。
石
灰
岩
採
掘
で
山

肌
が
削
り
取
ら
れ
た
秩
父
市
街
か
ら
の

山
容
と
は
異
な
り
、
歴
史
と
信
仰
の
登

山
道
は
良
く
保
存
・
整
備
さ
れ
て
い
る
。

帰
路
は
御
嶽
神
社
か
ら
長
者
屋
敷
ノ
頭

を
経
て
急
斜
面
を
慎
重
に
下
る
と
林
道

で
、秩
父
札
所
二
十
八
番
・
橋
立
堂
に
出

る
。
自
前
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
参
加
し
た

宮
崎
支
部
の
参
加
者
と
別
れ
、
秩
父
鉄

道
浦
山
口
駅
ま
で
歩
き
、
電
車
で
西
武

秩
父
駅
に
元
気
な
笑
顔
で
集
合
し
た
。

琴
平
丘
陵
コ
ー
ス
（
42
名
）は
4
班
に

分
か
れ
、ホ
テ
ル
か
ら「
ふ
る
さ
と
歩
道
」

を
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
た
ど
り
、

秩
父
札
所
十
一
番
・
常
楽
寺
に
下
る
。

国
道
２
９
９
号
を
渡
り
、
河
岸
段
丘
に

広
が
る
羊
山
丘
陵
に
登
る
と
秩
父
市
街

が
眼
下
に
広
が
り
、武
甲
山
、両
神
山
、

城
峰
山
な
ど
が
遠
望
で
き
た
。
羊
山
公

園
で
は
武
甲
山
資
料
館
や
牧
水
ノ
滝
に

立
ち
寄
り
、羊
牧
場
や
芝
桜
の
丘
周
辺

で
武
甲
山
を
仰
ぎ
な
が
ら
昼
食
と
な
る
。

十
月
桜
に
送
ら
れ
て
琴
平
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
南
下
し
、馬
頭
尊
の
道
標
が
あ

る
戸
坂
峠
か
ら
足
場
の
悪
い
急
坂
を
旧

武
甲
山
登
山
口
に
下
る
。
甲
午
歳
総
開

帳
で
賑
わ
う
秩
父
札
所
十
二
番
・
野
坂

寺
を
経
由
し
、
西
武
秩
父
駅
に
着
い
た
。

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
悠
久

の
歴
史
と
独
特
の
伝
統
文
化
を
育
ん
だ

秩
父
で
開
催
さ
れ
た
全
国
支
部
懇
談
会

に
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
の
会

員
・
会
友
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
埼
玉
支
部
創
立
5

年
目
に
こ
の
よ
う
な
全
国
大
会
を
主
催

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
実
行
委
員
62
名

が
各
々
の
役
割
を
分
担
し
、
大
会
に
向

け
て
支
部
の
団
結
を
強
め
、
経
験
豊
か

な
他
支
部
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
、
貴

重
な
体
験
を
共
有
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

今
後
の
支
部
活
動
に
も
得
難
い
経
験
に

な
っ
た
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

両神山コース・白井差登山口にて
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が
、
正
式
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム（
ビ
ル
）・
ロ

ー
エ
ル
・
パ
ト
ナ
ム
と
言
い
、
パ
ー
シ
バ
ル

の
甥
の
息
子
に
あ
た
り
、
１
９
９
２
年

に
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
で
松
本
に
来
た
折
に

お
嬢
さ
ん
や
丹
部
氏
と
と
も
に
能
登
半

島
を
訪
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
縁
も
あ
り
、
著
者
は
総

会
に
お
い
て
パ
ト
ナ
ム
氏
、
ア
ン
ツ
ェ

リ
ン
氏
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
、
お
二
人

の
後
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
て

中
村
氏
の
業
績
を
改
め
て
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
を
得
た
。
こ
の
名
誉
会

員
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
１
年
総
会
に

お
い
て
投
票
総
数
の
９0
％
を
確
保
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
決
定
さ
れ
た
。
そ

の
直
後
に
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
方

が
、評
決
時
に
８９
％
（
筆
者
の
計
算
）で

落
選
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
２

０
１
２
年
、
同
じ
方
が
自
国
の
多
く
の

役
員
と
出
席
、
９0
％
を
７５
％
に
動
議
し
、

そ
の
案
が
可
決
さ
れ
、
結
果
と
し
て
名

誉
会
員
に
決
定
し
た
。
２
０
１
３
年
は

該
当
者
が
お
ら
ず
、
本
年
の
中
村
氏
の

推
薦
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

今
回
の
議
決
に
あ
た
り
、
議
長
が
賛

成
票
を
見
て
大
多
数
と
発
表
、
数
は
数

え
な
か
っ
た
が
満
場
一
致
と
筆
者
は
解

釈
し
て
い
る
。
日
本
人
で
は
斎
藤
一
男

氏
に
続
い
て
2
人
目
で
あ
る
が
、
貢
献

分
野
は
大
き
く
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。

中
村
保
名
誉
会
員
、
Ｕ
Ｉ
Ａ

Ａ
名
誉
会
員
と
な
る

10
月
18
日
、
米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ラ
グ

ス
タ
ッ
フ
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
の
報
告

小
野
寺
斉

す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
中
村
保
氏

は
本
会
の
名
誉
会
員
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
欧

米
の
主
な
山
岳
会
の
名
誉
会
員
で
あ
り
、

２
０
０
８
年
に
は
英
国
王
立
地
学
協
会

か
ら
バ
ス
ク
メ
ダ
ル
も
授
与
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
先
立
ち
２
０
０
７
年
に
は
、

Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ（
国
際
山
岳
連
盟
）か
ら
世
界

の
登
山
界
に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
で

表
彰
も
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
名
誉

会
員
と
し
て
推
薦
す
る
案
が
総
会
に
て

採
択
さ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

例
年
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
は
理
事
会
を

同
時
開
催
と
し
て
10
月
に
行
な
わ
れ
る
。

本
年
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ラ
グ
ス
タ
ッ
フ

に
て
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
は
日
本
山
岳

協
会
の
神
﨑
会
長
が
国
体
出
席
の
た
め
、

代
わ
り
に
代
表
と
し
て
総
会
に
出
席
し

た
。
中
村
氏
の
名
誉
会
員
へ
の
推
薦
は

ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
元
会
長
で
、
Ｕ
Ｉ

Ａ
Ａ
の
元
副
会
長
で
あ
る
ビ
ル
・
パ
ト

ナ
ム
氏
と
、ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
の
元
・

現
会
長
で
あ
る
ア
ン
ツ
ェ
リ
ン
氏
の
事

前
の
提
案
で
あ
る
。
今
回
は
総
会
議
題

の
一
つ
と
し
て
中
村
氏
が
名
誉
会
員
と

し
て
妥
当
か
ど
う
か
の
採
択
・
議
決
を

行
な
っ
た
が
、
そ
の
報
告
で
あ
る
。
総

会
全
体
の
報
告
は
「
登
山
月
報
５
４
８

号
」（
日
山
協
発
行
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

報
告
に
先
立
ち
、
フ
ラ
グ
ス
タ
ッ
フ
と

日
本
と
の
関
係
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お

き
た
い
。
パ
ー
シ
バ
ル・ロ
ー
エ
ル
は
1９
世

紀
に
ボ
ス
ト
ン
に
生
ま
れ
、
１
８
９
４

年
に
こ
こ
フ
ラ
グ
ス
タ
ッ
フ
に
ロ
ー
エ
ル

天
文
台
を
創
設
、
火
星
人
の
存
在
を
予

言
、
冥
王
星
の
存
在
を
予
知
し
た
こ
と

で
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
天

文
台
創
設
以
前
の
10
年
間
は
日
本
に
滞

在
、
有
名
な
所
で
は
能
登
半
島
や
北
ア

ル
プ
ス
に
ま
で
足
を
延
ば
し
て
お
り
、

能
登
半
島
旅
行
記
も
あ
る
。

さ
て
、
前
述
の
パ
ト
ナ
ム
氏
で
あ
る

中
村
氏
は『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
』に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
多
く
の
業
績
が
あ
り
、
敢

え
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
国
内
外
の

評
価
は
す
で
に
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
氏
の
評
価
が
海
外
か
ら
の
逆
輸
入

で
あ
る
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
今
回

の
授
賞
も
含
め
て
、
国
と
か
組
織
に
無

関
係
に
、
そ
の
人
の
実
績
で
判
断
さ
れ

る
世
界
が
数
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と
は

す
で
に
周
知
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
多
く
の
、
特
に
若
い
人
の
発
展

を
望
み
た
い
し
、
そ
の
芽
も
出
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

（
公
益
社
団
法
人
・
日
本
山
岳
協
会
常
務

理
事
、Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
番
号
１
１
１
１
０
）

ビル・パトナム氏と筆者。中村氏が来年出版予定の本とともに
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秦野一彦（はたの・かずひこ） 会員No.4325

1925（大正14）年1月21日　愛知県
に生まれる。

1953（昭和28）年　京都薬科大学卒。
1955（昭和30）年10月　日本山岳会

初回入会。
1996（平成8）年9月　日本山岳会復

活入会。北九州支部長在籍期間：
2002〜06年　評議員在籍期間：
2007〜10年

2014（平成26）年9月10日　逝去（享
年89）

秦
野
一
彦
先
生
を
偲
ぶ

�
関
口
興
洋

平
成
2６
年
９
月
2４
日
の
「
日
本
山
岳

会
だ
よ
り
」の
訃
報
欄
で
、元
北
九
州
支

部
長
の
秦
野
一
彦
先
生
が
、
９
月
10
日

に
８９
歳
で
逝
去
さ
れ
た
と
の
報
に
接
し

た
。
突
然
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
青
天
の
霹

靂
で
あ
っ
た
。昨
年
末
、支
部
忘
年
の
集

い
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
誘
い

の
電
話
を
か
け
た
の
が
最
後
の
会
話
と

な
っ
た
。

秦
野
先
生
は
２
０
０
２
年
９
月
８
日

に
開
催
さ
れ
た
臨
時
総
会
で
、
北
九
州

支
部
の
第
2
代
支
部
長
に
選
任
さ
れ
、

10
月
よ
り
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

私
も
そ
の
と
き
か
ら
委
員
の
一
人
と
し

て
支
部
運
営
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

支
部
長
就
任
に
あ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
た

「
山
田
二
郎
元
会
長
の『
生
命
を
大
切
に
、

仲
間
を
大
切
に
、自
然
を
大
切
に
』と
い

う
言
葉
に
感
銘
し
、
こ
の
3
つ
の
基
本

原
則
を
踏
ま
え
て
新
し
い
陣
容
で
体
制

を
整
え
、
明
る
く
楽
し
い
和
気
藹
々
の

支
部
に
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
」

と
の
ご
挨
拶
が
、
そ
の
後
の
支
部
運
営

に
如
実
に
反
映
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

２
０
０
５
年
、
日
本
山
岳
会
創
立
１

０
０
周
年
記
念
事
業
の
目
玉
で
あ
る
中

央
分
水
嶺
踏
査
が
、
創
立
間
も
な
い
北

九
州
支
部
に
と
り
、
果
た
し
て
実
行
で

き
る
の
か
大
い
に
疑
問
視
さ
れ
た
。
特

に
担
当
地
域
の
大
半
が
山
口
県
の
分
水

嶺
で
あ
り
、
北
九
州
の
会
員
に
は
な
じ

み
の
薄
い
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
、
支
部
長
は
下
関
山
岳
会
の

会
長
に
お
会
い
し
、
事
業
達
成
の
た
め

の
助
言
を
い
た
だ
く
な
ど
率
先
し
て
行

動
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
深
い
。

山
口
県
と
島
根
県
の
県
境
に
位
置
す

る
仏
峠
か
ら
２
０
０
４
年
４
月
11
日
に

ス
タ
ー
ト
し
た
分
水
嶺
踏
査
も
、
会
員
の

熱
心
な
取
り
組
み
が
実
を
結
び
２
０
０

５
年
５
月
８
日
、い
よ
い
よ
最
後
の
区

間
で
あ
る
貫
山
～
平
尾
台
の
踏
査
を
残

す
だ
け
と
な
り
、当
日
、秦
野
支
部
長
以

下
多
数
の
会
員
が
参
加
さ
れ
、
２
２
０

㎞
に
及
ぶ
中
央
分
水
嶺
踏
査
が
完
結
し

た
。
午
後
か
ら
平
尾
台
の
キ
ャ
ン
プ
場

で
支
部
長
出
席
の
下
、
完
結
記
念
の
野

外
パ
ー
テ
イ
を
行
な
い
、
６0
日
に
及
ぶ

踏
査
が
無
事
終
了
し
た
こ
と
を
祝
っ
た
。

こ
の
中
央
分
水
嶺
踏
査
を
や
り
遂
げ

た
こ
と
が
支
部
会
員
の
団
結
と
絆
を
深

め
、
そ
の
後
の
支
部
活
動
に
大
い
に
寄

与
し
た
こ
と
を
秦
野
支
部
長
は
最
も
喜

ば
れ
て
い
た
。

ま
た
、２
０
０
５
年
の
関
西
支
部
創

立
７0
周
年
記
念
の
集
い
が
高
野
山
で
開

か
れ
た
と
き
に
は
、
新
門
司
か
ら
大
阪

南
港
ま
で
夜
行
便
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
、

2
等
船
室
で
参
加
メ
ン
バ
ー
と
車
座
に

な
っ
て
お
酒
を
酌
み
交
わ
さ
れ
る
な
ど
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
お
人
柄
が
滲
み
出
た

お
付
き
合
い
を
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど

想
い
出
は
尽
き
な
い
。普
段
は
寡
黙
な

高
潔
の
士
で
あ
っ
た
が
、お
酒
が
大
好
き

で
、酒
席
で
は
学
生
時
代
の
登
山
に
ま

つ
わ
る
武
勇
伝
な
ど
を
と
き
ど
き
語
っ
て

い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

秦
野
先
生
は「
漢
方
薬
草
」の
権
威
で
、

１
９
７
７
（
昭
和
５2
）
年
、「
セ
リ
科
植

物
の
細
胞
遺
伝
学
的
研
究
」
で
九
州
大

学
よ
り
薬
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ

た
学
者
で
も
あ
り
、
九
州
大
学
薬
学
部

講
師
と
し
て
、
漢
方
薬
の
本
場
で
あ
る

中
国
か
ら
の
留
学
生
の
研
究
指
導
を
さ

れ
て
い
た
。
高
齢
に
な
り
辞
め
た
い
と

大
学
に
申
し
出
て
い
る
が
、
な
か
な
か

暇
を
出
し
て
も
ら
え
な
い
、
と
ぼ
や
か

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

突
然
の
お
別
れ
で
淋
し
い
限
り
で
す

が
、
北
九
州
支
部
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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大西 保（おおにし・たもつ） 会員No.11919
1942年　大阪市天王寺区で5人兄弟の次男として

生まれる。近畿大学附属高校、関西大学経済学部
卒。

1966年　大阪山の会の「北米縦断登山隊」に参加し、
ロブソン南壁、アシニボイン南西壁、レーニア南
面、ティートン東稜、ホイットニー南壁などのほ
かヨセミテやメキシコの山々を登る。

1980年　ラムドンゴ、パルチャモなど。金沢健、塩
田純一と出会い、カトマンズクラブを結成。

1983年　台湾・玉山、南梓仙南俣初遡行。
1984年　ロブジェ・ウェスト初登頂。　
1985年　韓国・インスボン、ソニンボンなどでロッ

ククライミング。これ以降、回数を重ねる。
1987 〜 89年　カトマンズクラブでガッシャブルム

Ⅰ峰、ダウラギリⅠ峰、エベレストへ。
1994年　ウルキンマン北峰初登攀。
1997年　カンティ・ヒマールの6000m峰2座初登頂。
1998年　中国・長白山。
1999年　ドルポ国境の6つの峠の踏査、6023m峰初登頂。

稀
代
の
探
検
登
山
家

大
西
保
さ
ん�
重
廣
恒
夫

ブ
ロ
グ
「
台
風
日
記
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
ネ
パ
ー
ル・ヒ
マ
ラ
ヤ
の
情
報
を
世

界
に
発
信
し
続
け
た
大
西
保
さ
ん
が
、

９
月
20
日
、
７2
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
東

チ
ベ
ッ
ト
研
究
の
中
村
保
さ
ん
と
並
ぶ
、

西
ネ
パ
ー
ル
研
究
の
第
一
人
者
を
失
っ

た
悲
し
み
は
大
き
い
。

大
西
さ
ん
の
山
登
り
は
、
中
学
生
の

こ
ろ
、
兄
弟
で
行
っ
た
大
阪
近
郊
の
箕

面
の
山
で
の
キ
ャ
ン
プ
に
端
を
発
す
る
。

そ
の
後
、
日
本
ア
ル
プ
ス
に
も
足
を
運

ぶ
よ
う
に
な
り
、高
校
生
の
と
き
に
、ヒ

マ
ラ
ヤ
研
究
家
・
吉
永
定
雄
さ
ん（
Ｄ
・

ス
ネ
ル
グ
ロ
ー
ヴ
の
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
巡
礼
』

な
ど
の
翻
訳
家
）の
在
籍
し
て
い
た「
大

阪
山
の
会
」に
入
会
す
る
。

１
９
６
６
年
の
７
ヶ
月
に
も
及
ぶ
北

米
大
陸
縦
断
登
山
隊
に
参
加
し
て
か
ら

の
大
西
さ
ん
は
、
吉
永
さ
ん
や
阿
部
和

行
さ
ん
、
水
谷
弘
治
さ
ん
た
ち
の
影
響

も
あ
っ
て
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
虜
に

な
っ
て
い
っ
た
。
20
歳
台
で
会
社
を
創

業
し
、社
会
人
生
活
を
営
み
な
が
ら
、そ

の
軸
足
は
徐
々
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
へ
と

移
っ
て
い
く
。６７
年
、大
阪
山
の
会
が
行

な
っ
た
西
ネ
パ
ー
ル
遠
征
で
、
眼
前
の

大
パ
ノ
ラ
マ
に
魅
せ
ら
れ
、そ
の
後
、国

境
沿
い
の
山
々
を
極
西
北
の
ナ
ラ
カ
ン

カ
ー
ル
ま
で
跋
渉
。
８0
年
か
ら
は
ほ
ぼ

毎
年
、西
ネ
パ
ー
ル
に
足
を
運
ぶ
よ
う

に
な
る
。
近
年
は
東
ネ
パ
ー
ル
に
も
足

を
運
び
、
グ
レ
ー
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ト
レ
イ

ル
も
歩
き
通
し
た
ネ
パ
ー
ル
訪
問
は
、

４3
年
間
で
７0
回
近
く
に
及
ぶ
。

９９
、
２
０
０
３
年
に
は
西
北
ネ
パ
ー

ル
の
禁
断
の
地
「
ド
ル
ポ
」
に
入
域
し
、

１
９
０
０（
明
治
33
）年
に
日
本
人
で
初

め
て
チ
ベ
ッ
ト
に
入
国
し
た
河
口
慧
海

が
、
ど
の
峠
を
越
え
た
の
か
調
査
を
行

な
っ
た
。
0４
年
に
は
関
西
支
部
が
７0
周

年
記
念
事
業
で
派
遣
し
た
「
西
チ
ベ
ッ

ト
学
術
登
山
隊
」の
登
山
隊
長
と
し
て
、

若
い
隊
員
た
ち
の
先
頭
に
立
っ
て
パ
チ

ュ
ム
ハ
ム
峰
（
６
５
２
９
ｍ
）
北
稜
初
登

頂
と
、
ギ
ャ
ン
ゾ
ン
カ
ン（
６
１
２
３
ｍ
）

南
東
壁
初
登
頂
を
成
功
さ
せ
た
。
学
術

隊（
河
口
慧
海
足
跡
隊
）は
東
海
支
部
の

和
田
豊
司
さ
ん
と
広
島
支
部
の
清
水
正

弘
さ
ん
が
担
当
し
、
チ
ベ
ッ
ト
側
か
ら

慧
海
が
入
蔵
し
た
峠
の
解
明
に
当
た
っ

た
。直
後
に
慧
海
直
筆
の
日
記（
明
治
33

年
分
）が
見
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

「
慧
海
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上

が
り
、「
謎
の
越
境
ル
ー
ト
解
明
」が
な

さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
西
さ
ん
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ

た
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
た
ネ
パ
ー

ル・チ
ベ
ッ
ト
国
境
地
域
の
山
座
同
定
は
、

膨
大
な
和
書
・
洋
書
・
地
図
の
収
集
と

渉
猟
が
そ
の
源
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

い
ち
早
く
グ
ー
グ
ル
・
ア
ー
ス
な
ど
の

画
像
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
同
定
の
精
度

の
高
さ
は
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
関
係
部

局
も
一
目
置
い
て
い
た
。

大
西
さ
ん
は
、
ネ
パ
ー
ル
だ
け
で
は

な
く
週
末
に
は
韓
国
の
岩
場
に
通
い
、

時
に
は
台
湾
の
渓
を
遡
行
す
る
な
ど
し

て
、
古
く
か
ら
異
国
の
岳
友
も
多
か
っ

た
。
加
え
て
お
酒
が
好
き
だ
っ
た
大
西

さ
ん
宅
に
は
、
梁
山
泊
の
ご
と
く
老
若

男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
岳
人
が
出
入
り

し
、そ
の
知
見
に
目
を
輝
か
し
、刺
激
を

受
け
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
と
旅
立
っ
て
い
っ

た
。そ
ろ
そ
ろ
ネ
パ
ー
ル・ヒ
マ
ラ
ヤ
踏
査

の
集
大
成
を
し
た
い
と
言
っ
て
い
た
大

西
さ
ん
は
、「
頑
張
っ
て
静
養
し
ま
す
！ 

で
は
、
で
は
…
。」と
ブ
ロ
グ
に
残
し
て

逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
関
西
支
部
設
立
８0

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
な
う

予
定
の
、
東
ネ
パ
ー
ル
の
未
踏
峰
登
山

の
隊
長
を
お
願
い
し
て
い
た
だ
け
に
残

念
で
な
ら
な
い
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
。
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【さんけん通信】　山研の十年を振り返って　　内野慎一
「今シーズンで最後」と踏ん切り

をつけて、春からお礼とお別れを
申しているうちに閉所の時期にな
りました。ここ10年の最多の利用
をいただき、皆さまとお目にかか
れて嬉しかったです。そして誌面
をいただきまして、お会いできな
かった方々へのご挨拶と、管理人
の仕事を通じて気づいたことを書
かせていただきます。

勤務を始めたとき私たちは30代半ばで 1歳の娘と家
族 3人での住込みでした。そのうち娘は見よう見まねで、
到着された宿泊者を部屋へ案内したがるようになりまし
た。やがてバスターミナルまで新聞を受け取りに行くよ
うになったのには大いに助かりました。今では新聞取り
は次女に引き継がれ、つい先日は三女が玄関でスリッパ
を揃えていました。

小ぢんまりした山
さん

研
けん

ならではでしょう、食堂や台
所で自然と会話が生まれ利用者と親しくさせていた
だきました。たびたび利用される方の中には、子ど
もの成長を見守ってくださった方や、家族ぐるみの
お付き合いになった方もいます。

やはり、皆さまとの心の交流が今日まで続けてこ
られた何よりの原動力でした。

そして、山研委員と汗をかいた一体感も忘れられ
ません。みぞれ交じりの雨の笹やぶで水のパイプを

「せーのっ」と持ち上げたり、沢でしぶきを浴びなが
ら取水口を復旧したり、あるいは委員会主催の行事
で大鍋からずらりと並んだ皿に盛り付けたり。普段
は離れていても私たちを支えていただきました。

また、日ごろは上高地の人の輪に加わらせていた
だきました。上高地は、もはや地名にはとどまらず
登山者や観光客にとってのブランドでしょう。そん
な華やかなイメージの裏側には、施設ごとの、さら
に地域一体となっての泥臭い取り組みがあることを
知りました。開山祭の運営や一斉清掃、消防隊、遊
歩道整備、そのほか総出での作業の一員として参加
したり、道端で挨拶を交わしたりしながら様々なこ
とを教わりましたし、ここで安心して暮らすことが
できました。人との関わりと、もう一つの元気の源
は上高地の自然でした。

最近外へ出ると冷たい空気にいい匂いが漂ってい
ます。カツラやサクラの葉などの匂いでしょうか。
ここで暮らした幸せと、離れる寂しさをしみじみと
かみしめています。

蛇口をひねれば水が出るように
その一方で、人の力など到底及ばない自然の猛威

も見せつけられました。2年目の豪雨時の土石流（会報
2006年 8月、9月号さんけん通信）の後、いつもは「おい
しい善六沢の水」（会報08年 7月号）が濁ってしまうこ
とが多くなりました（後述、会報09年10月号レポート）。

昨年（2013年）8月上旬に、泥色に濁ったまま10日
間回復せず、取入れできなかったときは厳しかった
です。白樺荘や西糸屋で水を分けていただき、雨水
でトイレを流し、柴山委員長に紙食器を急送しても
らい、外来入浴に出かけてもらうなどの代替策を総
動員しました。この間約60名の宿泊者のご協力をい

ただいて乗り切れました。
軽い濁りはたびたびありましたが、利用者には普

段どおり水を使っていただいて、その裏側で 1 時間
ごとに濁り具合を見て断続的に取水するなど、実は
ピリピリしていたこともありました。

2011年の釜トンネルの上と下での土石流のときは、
道路も電気も電話も携帯もネットも寸断されました。

町では水や電気などインフラは整備されていて当
たり前。一方、山研では開所時に取水を整備しては
じめて蛇口から水が出ます。また、以前に働いてい
た山小屋ではもちろん水も電気も自前でした。この
ようなインフラを整備する経験のおかげで、断水や
停電のときでもお手上げとはならず、なんとかなる
と思えたのかもしれません。

やってみたらできた、つくる喜び
「山小屋ではなんでもやるんだから」以前働いたと

き初日にオーナーから言われたことを覚えています。
山の上よりずっと便利な上高地ですが、自分たち

の手を動かす範囲が広いところは似ています。ぴっ
たりのモノがなくても、里まで買い物に下ることも
ままなりませんから、まずはあるモノで工夫して間
に合わせようとします。どこか壊れても、業者に頼
む前に自分でやってみます。それは予算を大事に使
いたい懐都合にも合致します。

山小屋の先輩方や山研委員に見せてもらったワザ
や知恵が活きました。工具やツルハシを手にするた
びに感謝しています。とはいえ、素人仕事を隠せな
い仕上がりを見ると情けなくなりますが、むしろつ
くることの喜びに気づかされ、それなりにできた、
と前を向くことにしています。

ちょっと話を広げますが、今の暮らしは衣食住も
娯楽も、つくることは他人に任せておいて、選んで
買うことと、選ぶために情報を集めることに重心が
偏っているように感じます。

そんな中で、登山の楽しみは自分の体と五感とで
つくっている、テント泊山行はザックひとつで最低
限の暮らしをつくっているように思えます。山好き
の方はそもそも「つくること」が上手で、楽しむこと
が上手な人が多いのではないでしょうか。

ときにはそんなことを考えながら、皆さまの山へ
来た喜びの笑顔に日々接することができる管理人の
仕事。私たちにとってかけがえのない10年間でした。
本当にありがとうございました。

《付・最近の善六沢水源の状況》
200６年 ７月　上高地で記録的豪雨。土石流発生し取水

口流失。2週間断水する（以降、雪融けや雨で濁り
やすくなる）。

200９年　雨水を貯めてホースでトイレへ（簡易水洗）
2010年 ５月　土砂を巻き込んだ雪崩により 2週間断水。
2010年 ７月　土石流が取水口の数十mまで迫る（ 1週間

断水）。
2010〜14年　各年、梅雨末期に取水口トラブル。管

理人では対応できず、委員が現地入りすることも
たびたびあった。

2013年 ８月　豪雨による濁りが収まらず10日間断水。

家族とともに
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頂
が
見
え
た
。
東
沢
乗
越
か
ら
は
赤
茶

け
た
岩
稜
を
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
し
な
が
ら

水
晶
小
屋
。
さ
ら
に
水
晶
岳
へ
。
日
本

百
名
山
に
名
を
連
ね
て
い
る
だ
け
あ
っ

て
雲
ノ
平
や
黒
部
五
郎
岳
が
間
近
に
見

え
雄
大
だ
。

ワ
リ
モ
北
分
岐
。
朝
出
発
し
て
か
ら

す
で
に
９
時
間
以
上
。
鷲
羽
岳
に
登
ら

ず
巻
い
て
三
俣
山
荘
を
目
指
す
か
相
談
。

皆
さ
ん
行
き
た
そ
う
だ
。
天
気
は
安
定

し
て
い
る
し
ゆ
っ
く
り
行
け
ば
登
頂
で

き
る
と
Ｃ
Ｌ
は
判
断
。
朝
出
発
し
て
か

ら
10
時
間
30
分
。
よ
う
や
く
全
員
で
鷲

羽
岳
を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。
う
れ
し

く
て
皆
で
ガ
ッ
ツ
リ
握
手
。
槍
ヶ
岳
が

す
ぐ
そ
こ
に
見
え
た
。
日
没
間
近
に
よ

う
や
く
三
俣
山
荘
に
到
着
。
間
も
な
く

雨
が
降
り
始
め
た
。

９
月
７
日
、
午
前
3
時
、
窓
を
叩
く

雨
音
で
目
が
覚
め
る
。
山
荘
前
は
ガ
ス

集
会
委
員
会�

「
北
ア
・
裏
銀
座
～
笠
ヶ
岳
縦
走
」

に
参
加
し
て

９
月
４
日
、
信
濃
大
町
駅
に
着
く
と

雨
。
七
倉
山
荘
で
９
人
の
メ
ン
バ
ー
と

合
流
。
私
は
登
山
を
始
め
て
3
年
、
入

会
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
約
１
年
。
登
山

は
初
心
者
だ
。
北
ア
ル
プ
ス
裏
銀
座
～

笠
ヶ
岳
は
初
め
て
の
ロ
ン
グ
縦
走
で
不

安
だ
っ
た
。
60
代
、
70
代
の
中
で
40
代

の
私
は
正
直
ホ
ッ
と
し
た
。
体
力
的
に

つ
い
て
行
け
そ
う
か
な
。
と
こ
ろ
が
な

ん
と
、
北
海
道
支
部
の
４
人
は
前
日
ま

で
白
馬
岳
～
鹿
島
槍
ヶ
岳
を
縦
走
し
て

き
た
と
の
こ
と
。
健
脚
揃
い
。
さ
す
が

日
本
山
岳
会
だ
。

９
月
５
日
、
生
憎
の
霧
雨
で
高
瀬
ダ

ム
か
ら
雨
衣
を
着
て
の
出
発
。
ほ
ど
な

く「
裏
銀
座
登
山
口
」と
書
か
れ
た
黄
色

い
道
標
を
発
見
。
そ
の
隣
に
は「
12
」か

ら
始
ま
る
案
内
板
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど

烏
帽
子
小
屋
ま
で
の
目
安
番
号
ら
し
い
。

こ
こ
か
ら
が
北
ア
ル
プ
ス
三
大
急
登
と

名
高
い
ブ
ナ
立
尾
根
だ
。
木
の
根
が
這

う
道
を
手
掛
か
り
足
掛
か
り
に
し
て
急

斜
面
を
上
る
。
樹
林
の
中
で
蒸
し
暑
い
。

気
が
付
け
ば「
４
」に
到
着
。
高
度
が
上

が
る
に
つ
れ
霧
雨
が
小
雨
に
変
わ
り
、

休
憩
す
る
と
体
が
冷
え
て
く
る
。
残
り

3
、
2
、
1
と
順
調
に
通
過
、
烏
帽
子

小
屋
到
着
の
0
で
ブ
ナ
立
尾
根
を
登
り

切
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
き
た
の
と

番
号
板
の
お
か
げ
で
思
っ
た
よ
り
き
つ

く
な
か
っ
た
。
７
名
で
烏
帽
子
岳
ピ
ス

ト
ン
。

９
月
６
日
、
ご
来
光
が
見
え
る
小
屋

近
く
の
展
望
台
へ
行
く
。
餓
鬼
岳
方
面

が
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
り
朝
日
が
昇
り

始
め
た
。
今
日
は
歩
程
10
時
間
の
長
丁

場
。
2
年
前
初
め
て
表
銀
座
を
歩
い
た

と
き
か
ら
裏
銀
座
に
憧
れ
て
い
た
。
前

半
は
比
較
的
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
少
な
い

稜
線
歩
き
。
三
ツ
岳
を
巻
き
お
花
畑
ル

ー
ト
を
歩
き
野
口
五
郎
岳
へ
。
は
る
か

向
こ
う
に
最
終
目
的
地
の
笠
ヶ
岳
の
山

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。

笠ヶ岳山頂での記念撮影
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で
真
っ
白
。
今
日
の
歩
程
は
8
時
間
45

分
。
ハ
イ
マ
ツ
の
稜
線
を
進
み
三
俣
蓮

華
岳
、
双
六
岳
へ
。
残
念
な
が
ら
山
頂

は
ガ
ス
。
緩
や
か
な
道
を
下
り
双
六
小

屋
に
到
着
す
る
こ
ろ
に
は
青
空
が
見
え

て
い
た
。
稜
線
に
咲
く
お
花
畑
を
楽
し

み
な
が
ら
進
む
。
突
然
現
れ
た
ラ
イ
チ

ョ
ウ
が
見
事
に
飛
ん
だ
。

秩
父
平
か
ら
秩
父
岩
を
回
り
込
む
よ

う
に
き
つ
い
岩
場
を
登
り
切
り
、
左
へ

進
む
と
緩
や
か
な
稜
線
歩
き
で
気
持
ち

い
い
。
雲
の
切
れ
間
か
ら
笠
ヶ
岳
が
見

え
隠
れ
し
て
い
る
。
突
然
、
後
ろ
の
方

か
ら「
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
だ
！
」の
声
が

聞
こ
え
た
。
こ
れ
を
見
る
と
良
い
こ
と

が
あ
る
と
か
。
５
時
５
分
、
笠
ヶ
岳
山

荘
に
到
着
。
振
り
返
る
と
夕
陽
を
浴
び

る
槍
・
穂
高
連
峰
の
絶
景
が
見
え
た
。

夕
食
後
、
Ｃ
Ｌ
の
許
可
を
得
て
ひ
と
り

山
頂
へ
。
日
没
直
前
、
笠
ヶ
岳
登
頂
。

９
月
８
日
、
朝
、
身
支
度
を
し
て
外

に
目
を
や
る
と
…
…
濃
オ
レ
ン
ジ
色
に

染
ま
る
槍
・
穂
高
が
映
し
出
さ
れ
て
い

た
。
美
し
過
ぎ
る
景
色
に
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
何
度
も
押
す
。
こ
こ
ま
で
歩
い
て
き

た
ご
褒
美
を
い
た
だ
い
た
。
朝
食
後
最

後
の
一
座
、
笠
ヶ
岳
山
頂
へ
。
山
頂
の

祠
で
Ｃ
Ｌ
が
祈
願
。
そ
の
横
で
私
は
ち

ゃ
っ
か
り
無
銭
祈
願
。
メ
ン
バ
ー
全
員

で
旗
を
囲
ん
で
の
登
頂
記
念
撮
影
を
し

て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
名
残
惜
し
い
が

下
山
開
始
。
抜
戸
岳
手
前
を
右
に
進
み

笠
新
道
の
岩
場
を
下
り
、
岩
稜
の
ジ
グ

ザ
グ
急
坂
で
高
度
を
下
げ
な
が
ら
杓
子

平
で
小
休
止
。
さ
ら
に
樹
林
帯
の
急
坂

に
ジ
グ
ザ
グ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
新
穂

高
温
泉
に
た
ど
り
着
き
安
堵
し
た
。

北
ア
ル
プ
ス
裏
銀
座
～
笠
ヶ
岳
縦
走

完
歩
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
、
充
実
し
た
４
泊
５
日
の
山

行
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
埼
玉
支
部
・
田
中
摩
利
子
）

　

資
料
映
像
委
員
会�

茨
木
猪
之
吉
の
肉
筆
絵
は
が

き
寄
贈
さ
る

関
塚
貞
亨
会
員
よ
り
、
茨
木
猪
之
吉

の
肉
筆
絵
は
が
き
８
枚
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
資
産
コ
ー
ド
入
力
作
業
を
終

え
、
資
料
と
し
て
当
会
に
保
管
し
ま
し

た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

８
枚
の
は
が
き
に
つ
い
て
は『
山
岳
』

第
１
０
９
年
、
２
５
７
頁
に
詳
し
い
の

で
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

�

（
資
料
映
像
委
員
会
）

北
海
道
支
部

ロ
シ
ア
連
邦
沿
海
地
方　

オ
ー
ブ
ラ
チ
ナ
ヤ
山

生
態
系
観
察
登
山
を
実
施

北
海
道
支
部
は
２
０
１
５
年
の
創
立

50
周
年
記
念
事
業
を
前
に
し
て
本
年
プ

レ
海
外
登
山
を
行
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
連

邦
沿
海
地
方
の
シ
ホ
テ
ア
リ
ニ
山
脈
の

オ
ー
ブ
ラ
チ
ナ
ヤ
山（
１
８
５
４
ｍ
）で
、

主
に
こ
の
地
方
の
生
態
系
観
察
登
山
を

行
な
い
な
が
ら
２
０
１
４
年
８
月
3
日

14
時
、
日
本
時
間
正
午
に
支
部
長
を
含

む
会
員
13
名
が
登
頂
を
果
た
し
た
。

シ
ホ
テ
ア
リ
ニ
山
脈
は
多
様
な
生
態

系
の
豊
か
な
こ
と
か
ら
世
界
自
然
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
特

に
オ
ー
ブ
ラ
チ
ナ
ヤ
山
周
辺
は
ゾ
ー
フ

テ
ィ
グ
ラ（
虎
の
呼
び
声
）国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
、
動
植
物
の
生
態
系
を
守
る

た
め
の
特
別
保
護
区
に
指
定
さ
れ
、
入

域
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

北
海
道
と
は
日
本
海
を
隔
て
て
隣
接
す

る
地
域
で
あ
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
や
知

床
半
島
の
自
然
環
境
・
生
態
系
が
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の

地
方
を
選
ん
だ
。

日
本
か
ら
韓
国
経
由
で
ロ
シ
ア
連
邦

に
入
国
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
車
で

ア
ル
セ
ー
ニ
エ
フ
に
至
り
、
峠
を
越
え

て
ア
ム
ー
ル
川
四
大
支
流
の
ひ
と
つ
で

あ
る
ウ
ス
リ
ー
川
の
上
流
に
入
り
、
小

さ
な
集
落
の
あ
る
山
村
、
ア
ル
ヒ
ー
ポ

ル
カ
の
鄙
び
た
ロ
ッ
ジ
を
ベ
ー
ス
と
し

活
動
し
た
。

観
察
登
山
は
ウ
ス
リ
ー
川
上
流
へ
ダ

ー
ト
道
を
進
み
、
自
然
保
護
区
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
ス
ト
で
許
可
を
得
て
か
ら
奥
へ

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

オーブラチナヤ山のハイマツ帯を行く
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と
入
域
。
鬱
蒼
と
し
た
広
葉
樹
林
帯
か

ら
針
葉
樹
林
へ
と
変
化
す
る
中
を
支
流

に
入
っ
た
。
泥
沼
状
の
悪
路
を
登
り
詰

め
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
地
点
の
小
さ
な

駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
下
車
。
こ
こ
か
ら
針

葉
樹
に
覆
わ
れ
た
尾
根
を
た
ど
り
、
樹

木
と
花
々
を
観
察
し
な
が
ら
登
山
を
開

始
。
途
中
で
ア
ム
ー
ル
虎
の
糞
を
見
つ

け
て
一
同
緊
張
す
る
場
面
が
あ
り
、
さ

ら
に
数
ヶ
所
で
熊
の
糞
を
発
見
。
標
高

１
４
０
０
ｍ
が
森
林
限
界
と
な
り
、
ハ

イ
マ
ツ
も
現
れ
岩
ガ
レ
が
展
開
し
、
前

衛
の
ピ
ー
ク
を
回
り
込
む
と
、
よ
う
や

く
オ
ー
ブ
ラ
チ
ナ
ヤ
山
が
見
え
て
き
た
。

い
っ
た
ん
コ
ル
に
下
が
り
、
最
後
は
岩

石
が
累
々
と
重
な
る
急
な
斜
面
を
登
っ

て
１
８
５
４
ｍ
の
山
頂
に
立
っ
た
。

「
雲
の
山
」と
い
う
意
味
を
実
感
し
な
が

ら
湧
き
上
が
っ
て
い
る
雲
の
合
間
に
南

部
シ
ホ
テ
ア
リ
ニ
山
脈
の
広
大
な
山
々

を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
員
感
激

の
握
手
を
交
わ
し
た
。

登
山
中
は
北
海
道
大
学
地
球
環
境
科

学
研
究
院
・
低
温
科
学
研
究
所
の
3
名

の
先
生
か
ら
、
周
氷
地
形
や
森
林
火
災

跡
の
説
明
を
受
け
、
高
山
植
物
の
分
布

や
森
林
の
植
生
分
布
の
生
態
系
を
観
察

調
査
し
た
。
下
山
後
、
ウ
ス
リ
ー
川
源

流
で
釣
り
を
試
み
、
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ

ー
ス
し
な
が
ら
川
魚
の
分
布
や
藻
類
の

生
育
を
観
察
す
る
ほ
か
、
集
落
の
保
育

園
や
学
校
を
訪
問
し
、
農
場
や
養
蜂
場
、

建
設
中
の
住
宅
を
視
察
す
る
な
ど
過
疎

化
が
進
む
地
域
の
住
民
の
方
々
と
も
交

流
が
で
き
た
。
北
海
道
と
は
自
然
条
件

の
異
な
っ
た
下
で
貴
重
な
生
態
系
を
展

開
す
る
野
生
の
ロ
シ
ア
・
シ
ホ
テ
ア
リ

ニ
山
脈
を
体
験
す
る
機
会
を
得
た
こ
と

は
、
当
初
計
画
し
た
と
お
り
意
義
深
く

大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ウ
ス
リ
ー
川
が
ア
ム
ー
ル
川
の
本
流

へ
と
流
れ
落
ち
、
森
林
と
河
川
の
栄
養

分
が
流
氷
に
よ
っ
て
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
や
知
床
の
海
に
恵
ま
れ
た
水
産
資

源
を
も
た
ら
す
「
森
は
海
の
恋
人
」
と

い
う
地
球
規
模
的
な
自
然
循
環
シ
ス
テ

ム
の
大
切
さ
も
学
習
が
で
き
、
自
然
生

態
系
の
保
全
面
に
お
い
て
北
海
道
と
ロ

シ
ア
極
東
地
域
と
の
連
携
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
強
く
実
感
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

北
海
道
支
部
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

で
あ
る
こ
の
た
び
の
生
態
系
観
察
登
山

の
成
功
は
、
支
部
創
立
50
周
年
記
念
事

業
に
計
画
し
て
い
る
「
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

半
島
の
生
態
系
観
察
登
山
」
に
も
引
き

継
が
れ
て
い
く
も
の
と
の
確
信
を
得
て

帰
国
し
た
。

 

（
京
極
紘
一
）

東
九
州
支
部

九
重
・
山
の
安
全
を
祈
る
日
の

集
い九

重
連
山
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
九
州

本
土
最
高
峰
の
中
岳（
１
７
９
１
ｍ
）か

ら
、
南
西
方
向
に
直
線
距
離
で
４
０
０

ｍ
ほ
ど
離
れ
て
、
中
間
に
あ
る
御
池
を

挟
ん
で
対
峙
す
る
丘
の
上
に
遭
難
者
慰

霊
の
石
碑
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が

一
般
登
山
道
か
ら
離
れ
て
い
る
せ
い
も

あ
り
、
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
の
は
、

九
重
山
を
訪
れ
る
人
の
中
で
も
数
少
な

い
。
こ
の
石
碑
は
今
を
去
る
84
年
前
の

１
９
３
０
（
昭
和
５
年
）８
月
、
記
録
に

残
る
も
の
の
中
で
は
九
重
山
で
初
め
て

の
遭
難
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
た
2
人
の

若
者
を
慰
霊
す
る
た
め
に
遺
族
が
建
立

し
た
も
の
で
あ
る
。

長
年
の
風
雨
に
耐
え
て
石
碑
は
残
っ

て
い
た
も
の
の
、
土
台
部
分
の
風
化
で

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
転
倒
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
。
６
年
前
、
我
が
支
部
会

員
と
そ
の
仲
間
た
ち
が
機
材
な
ど
を
担

慰霊の石碑

M.TADA
長方形
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ぎ
上
げ
て
、
転
倒
し
た
ま
ま
の
巨
大
な

石
碑
を
起
こ
し
、
土
台
部
分
を
修
復
す

る
作
業
を
3
日
が
か
り
で
行
な
っ
た
。

そ
れ
を
記
念
し
て
平
成
20
年
８
月
８
日
、

支
部
月
例
山
行
を
兼
ね
て
支
部
会
員
や

一
般
参
加
者
も
誘
っ
て
そ
こ
に
集
い
、

法
華
院
温
泉
山
荘
の
社
長
で
あ
り
、
法

華
院
白
水
寺
第
2６
代
院
主
で
も
あ
る
弘

藏
岳
久
氏
の
読
経
で
、
80
年
前
の
2
人

の
若
者
の
慰
霊
を
行
な
っ
た
の
が
始
ま

り
で
あ
る
。

支
部
は
翌
年
の
定
期
総
会
で
こ
の
行

事
を
「
九
重
・
山
の
安
全
を
祈
る
日
の

集
い
」と
し
て
、一
般
登
山
者
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
て
毎
年
８
月
第
1
日
曜
日

に
、法
華
院
白
水
寺
と
共
催
の
も
と
、遭

難
碑
前
で
慰
霊
と
山
の
安
全
を
祈
る
祭

を
行
な
う
こ
と
を
決
め
た
。

し
か
し
こ
の
慰
霊
祭
、
平
成
20
年
の

最
初
の
慰
霊
の
と
き
に
も
、
そ
の
開
始

直
前
に
風
雨
が
激
し
く
な
っ
て
急
遽
、

読
経
の
場
所
を
御
池
の
石
室
避
難
小
屋

に
移
し
て
行
な
っ
て
以
来
、
４
年
続
け

て
雨
の
天
気
で
、
慰
霊
碑
前
で
は
実
施

で
き
ず
に
避
難
小
屋
で
実
施
し
て
い
る
。

そ
し
て
５
回
目
の
今
年
（
山
の
安
全
を

祈
る
集
い
と
し
て
は
４
回
目
）
も
折
か

ら
の
台
風
12
号
の
接
近
で
、
朝
か
ら
雨

と
霧
と
風
で
あ
る
。
遭
難
碑
の
あ
る
山

頂
付
近
は
荒
れ
模
様
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
弘
蔵
氏
と
電
話
で
連
絡
を
取
り
合

っ
て
、
急
遽
、
会
場
を
法
華
院
に
変
更

し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

予
定
時
刻
に
牧
ノ
戸
峠
登
山
口
に
集

ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
21
名
は
、
大
曲
の
登

山
口
に
移
動
し
諏す

蛾が

守も
り

越
経
由
で
入
山

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
途
中
、
北
千
里

ヶ
浜
を
通
過
す
る
と
き
に
昭
和
37
年
の

遭
難
（
1
月
の
北
千
里
ヶ
浜
で
2
パ
ー

テ
ィ
９
名
が
吹
雪
に
巻
か
れ
、
７
名
が

死
亡
、2
名
が
凍
傷
）慰
霊
碑
に
立
ち
寄

っ
て
頭
を
た
れ
た
。
一
時
は
世
間
を
騒

然
と
さ
せ
た
、
こ
の
九
州
最
大
の
山
の

遭
難
事
故
も
次
第
に
人
々
の
記
憶
か
ら

遠
ざ
か
り
、
そ
こ
に
遭
難
慰
霊
碑
が
あ

る
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
ハ
イ
カ
ー
が
ほ

と
ん
ど
だ
。

一
行
は
北
千
里
ヶ
浜
か
ら
法
華
院
温

泉
へ
と
下
り
、
山
荘
裏
の
対
岸
に
あ
る

観
音
堂
に
全
員
が
集
結
し
た
。
そ
し
て

弘
藏
院
主
の
読
経
の
も
と
、
参
加
者
全

員
が
焼
香
し
て
遭
難
者
の
慰
霊
を
行
な

う
と
と
も
に
山
の
安
全
を
祈
っ
た
。

こ
れ
は
何
か
の
因
縁
で
は
な
か
ろ
う

か
…
…
。
そ
ん
な
こ
と
を
互
い
に
話
し

な
が
ら
下
山
し
た
が
、
か
く
し
て
「
九

重
・
山
の
安
全
を
祈
る
集
い
」
の
行
事

は
今
年
も
、
遭
難
者
と
そ
の
遺
族
の
涙

を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
天
気
で
あ
っ
た
。

　

 

（
飯
田
勝
之
）

深
田
久
弥
著

『
名
も
な
き
山
へ
』

『
愉
し
き
山
談
義　

　

深
田
久
弥
対
話
集
』2014年9月　

幻戯書房刊　
四六判　320㌻
定価　2600円＋税

2014年10月　
幻戯書房刊　
四六判　288㌻
定価　2600円＋税

名
著『
日
本
百
名
山
』『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

高
峰
』の
著
者
、
深
田
久
弥（
１
９
０
３

―
１
９
７
１
）の
未
収
録
の
随
筆
、対
話

を
集
め
た
単
行
本
が
、
幻
戯
書
房
か
ら

相
次
い
で
出
版
さ
れ
た
。『
深
田
久
彌
・

山
の
文
学
全
集
』や『
深
田
久
弥　

山
の

文
庫
』
に
は
載
っ
て
い
な
い
貴
重
な
も

の
が
網
羅
さ
れ
、
深
田
久
彌
の
自
然
観
、

登
山
観
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。

『
名
も
な
き
山
へ
』　

未
収
録
の
73
編
の
随
筆
が
、
7
部
に

分
け
て
紹
介
さ
れ
、
通
読
す
る
と
、
ひ

た
す
ら
山
を
愛
し
た
「
温
か
く
大
き
な

人
」深
田
久
弥
が
現
れ
て
く
る
。

最
初
の
「
山
へ
の
い
ざ
な
い
」
で
は
、

高
村
光
太
郎
の『
智
恵
子
抄
』や
万
葉
集

を
挙
げ
な
が
ら
、
日
本
文
化
の
根
底
に

山
々
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。「
私
の
名

山
」は
、昭
和
15
年
に
発
表
し
た
百
名
山

（
20
座
で
連
載
終
了
）か
ら
始
ま
る
。
同

じ
山
が
何
度
か
登
場
す
る
が
、
執
筆
し

た
年
代
に
よ
っ
て
表
現
が
違
っ
て
興
味

深
い
。
山
の
品
格
、
名
山
の
条
件
、
山

を
見
る
視
点
な
ど
、『
日
本
百
名
山
』へ

と
続
く
深
田
の
思
索
の
過
程
が
浮
か
ぶ
。

「
静
か
な
山
旅
」で
は
、達
人
の
山
歩
き

に
同
行
し
て
い
る
よ
う
な
、
ゆ
っ
た
り

図
書
紹
介
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し
た
気
分
が
味
わ
え
る
。
出
会
う
人
も

ま
ば
ら
な「
名
も
な
き
山
」の
奥
深
さ
を

綴
る
深
田
久
弥
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

「
ふ
る
さ
と
今
昔
」「
東
京
暮
ら
し
」「
登

山
の
周
辺
」と
続
き
、「
未
知
な
る
土
地

へ
」で
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
者
、
実
践
者

と
し
て
の
深
田
久
弥
の
探
検
、
冒
険
へ

の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

巻
末
の
雁
部
貞
夫
氏
の
解
説「
読
み
、

歩
き
、
書
い
た
」　

深
田
久
弥
・
山
の
生

涯　

は
、
深
田
久
弥
を
理
解
す
る
上
で
、

大
き
な
手
助
け
に
な
ろ
う
。

『
愉
し
き
山
談
義
』　

収
録
さ
れ
て
い
る
対
談
は
、
日
本
隊

が
マ
ナ
ス
ル
に
初
登
頂
し
た
１
９
５
６

年
か
ら
深
田
久
弥
が
亡
く
な
る
前
年
の

１
９
７
０
年
ま
で
の
12
編
。
60
年
近
い

昔
の
対
談
も
あ
り
、
登
山
を
取
り
巻
く

時
代
の
流
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
山
談
義

を
愉
し
め
る
。Ⅰ
部
に
は
8
編
、国
内
の

登
山
状
況
な
ど
が
多
い
。
Ⅱ
部
に
は
５

編
、
深
田
が
参
加
し
た
１
９
５
８
年
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
始
ま
り
、
探
検
や
冒

険
、
海
外
の
話
題
が
中
心
に
な
っ
て
い

る
。対
談
相
手
は
様
々
で
、登
山
家
、
作

家
、学
者
な
ど
幅
広
く
、思
い
が
け
な
い

人
も
い
る
。

「
御
時
間
拝
借
」
で
本
格
的
な
山
岳
小

説
の
執
筆
を
勧
め
ら
れ
た
深
田
は
、
小

説
は
人
間
の
葛
藤
や
恋
愛
の
記
録
な
の

で
、限
ら
れ
た
空
間
で
の
登
山
で
は「
困

難
な
仕
事
で
し
ょ
う
」と
答
え
て
い
る
。

「
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
行
を
め
ぐ

っ
て
」は
、
出
発
前
の
対
談
。
作
家
、
写

真
家
、画
家
、医
師
か
ら
な
る
小
さ
な
隊

だ
が
、
誰
で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
可
能

と
示
し
た
功
績
は
大
き
か
っ
た
。
続
く

「
新
春
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
話
」は
帰
国

後
の
対
談
で
、
ネ
パ
ー
ル
の
様
子
に
は

今
昔
の
思
い
が
す
る
。
松
方
三
郎
と
の

対
談
で
は
、深
田
ら
し
い
視
点
で
、「
文

化
が
一
番
発
達
し
た
形
が
平
和
だ
と
す

れ
ば
、
あ
そ
こ（
カ
ト
マ
ン
ズ
）は
い
ち

ば
ん
文
化
的
な
町
だ
と
思
う
」
と
語
っ

て
い
る
。

新
田
次
郎
と
の
対
談
は
、
山
岳
小
説

へ
の
言
及
は
な
い
が
、
冒
険
の
精
神
と

文
学
を
語
り
合
い
、
読
み
応
え
が
あ
る
。

加
藤
泰
安
と
は
達
人
同
士
の
冒
険
論
が

か
み
合
い
、深
田
は
楽
し
そ
う
に「
山
登

り
は
放
蕩
で
す
よ
」
と
加
藤
の
持
論
に

同
意
す
る
。

巻
末
の
大
森
久
雄
氏
の
解
説
「
深
田

久
弥
と
そ
の
世
界
」も
秀
逸
。文
字
か
ら

は
伝
わ
ら
な
い
北
陸
な
ま
り
の
深
田
の

言
葉
づ
か
い
に
触
れ
る
な
ど
、
深
田
久

弥
の
世
界
へ
導
い
て
く
れ
る
。

 

（
永
田
秀
樹
）

正
津
勉
著

『
山
に
遊
ぶ　

山
を
想
う
』2014年9月

茗溪堂
四六判　288㌻
定価　1800円＋税

著
者
の
正
津
勉
氏
は
詩
人
で
あ
る
。

本
書
は
季
刊
誌『
山
の
本
』に
２
０
０
６

～
13
年
、
30
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ

た「
山
の
声
」が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
本
書
発
行
に
当
た
っ
て
、
そ
れ
を

「
大
幅
に
手
を
入
れ
て
」（
著
者
あ
と
が

き
よ
り
）何
篇
か
入
れ
替
え
た
も
の
で
、

北
は
利
尻
山
か
ら
南
は
開
聞
岳
ま
で
30

座
の
紀
行
文
か
ら
成
っ
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
「
山
に
遊

ぶ
」こ
と
も
信
条
と
す
る
著
者
に
は
、自

分
な
り
の
遊
び
方
、
愉
し
み
方
が
あ
る

と
言
う
。そ
れ
は「
の
ぞ
む
山
に
つ
い
て

事
前
に
ち
ょ
っ
と
下
調
べ
と
い
う
か
知
識

を
も
っ
て
向
か
う
こ
と
。
そ
れ
は
山
域
や

周
辺
を
め
ぐ
る
地
誌
や
民
俗
と
な
る
が
、

わ
け
て
も
詩
歌
で
あ
る
」（
あ
と
が
き
）。

誰
で
も
山
に
行
く
と
き
に
は
下
調
べ

を
す
る
と
思
う
が
、
多
く
は
単
に
「
登

山
」に
必
要
な
情
報
、す
な
わ
ち
登
山
道

や
小
屋
の
情
報
の
収
集
に
過
ぎ
な
い
場

合
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
か
。「
山
を
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愉
し
む
」
た
め
に
果
た
し
て
私
た
ち
は

何
を
準
備
す
る
だ
ろ
う
か
。

著
者
は
文
学
作
品
の
写
し
を
携
え
て

山
に
行
き
、
そ
の
抱
か
れ
て
い
る
山
に
つ
い

て
書
か
れ
た
詩
歌
な
ど
を
想
い
浮
か
べ
る

の
だ
。
そ
れ
ら
の
一
節
が
紀
行
文
の
中

に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば「
薬
師
岳
」に
は
田
部
重
治
の

「
薬
師
岳
と
有
峯
」、福
田
蓼
汀
の「
薬
師

岳
か
ら
笠
ヶ
岳
へ
」、
宮
本
常
一
の「
中

世
社
会
の
残
存
」
の
コ
ピ
ー
を
携
行
す

る
、
と
い
っ
た
具
合
だ
。

『
日
本
百
名
山
』
や
先
人
の
著
名
な
山

岳
書
は
読
ん
で
い
る
私
た
ち
で
も
、
コ

ピ
ー
を
持
っ
て
い
く
こ
と
ま
で
は
あ
ま

り
し
な
い
。
そ
こ
が
著
者
の
詩
人
た
る

愉
し
み
な
の
だ
。

各
文
章
に
は
小
タ
イ
ト
ル
も
あ
っ
て

実
に
テ
ン
ポ
よ
く
読
め
る
。
や
は
り
言

葉
づ
か
い
や
体
言
止
め
な
ど
、
詩
の
リ

ズ
ム
と
で
も
言
う
の
だ
ろ
う
か
、
山
に

遊
び
山
を
想
う
著
者
の
姿
が
活
き
活
き

と
伝
わ
っ
て
く
る
。

い
つ
の
間
に
か
自
分
も
ズ
ブ
ロ
ッ
カ

を
舐
め
て
山
を
眺
め
て
い
る
か
の
よ
う

に
思
え
て
し
ま
う
。

そ
し
て
引
用
さ
れ
る
作
品
を
読
ん
で

み
た
く
な
る
。
ま
さ
に
新
し
い
ス
タ
イ

ル
の
紀
行
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
し
、

新
た
な
山
の
愉
し
み
方
を
教
え
ら
れ
た

図書受入報告（2014年10月）
編　著　者 書　　名 ページ／サイズ 発行元 刊行年 寄贈／購入別
柴崎文一 アメリカ自然思想の源流  ：フロントカントリーとバックカントリー 307p／20cm 明治大学出版会 2014 著者寄贈
志水哲也 剱（写真集）  ：TSURUGI 96p／26cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈
辰野勇 モンベル7つの決断  ：アウトドアビジネスの舞台裏 （ヤマケイ新書 YS002）190p／18cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈
山野井泰史 アルピニズムと死  ：僕が登り続けてこられた理由 （ヤマケイ新書 YS001） 189p／18cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈
笹原芳樹 体験的山道具考  ：プロが教える使いこなしのコツ （ヤマケイ新書 YS004） 286p／18cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈
大森久雄 （編） 山の名作読み歩き  ：読んで味わう山の楽しみ （ヤマケイ新書 YS003）302p／18cm 山と溪谷社 2014 出版社寄贈
佐藤明 （編著） 西上州の山 ベスト100ルート  ：妙義山から両神山まで 224p／21cm 白山書房 2014 出版社寄贈
濱村信 俺山 その後 223p／19cm 書苑新社 2014 著者寄贈
Bernard Newman （ed.） The Alpine Journal 2014 （Vol.118） 427p／23cm Alpine Club 2014 発行者寄贈
D. MacDonald, etc. （eds.） The American Alpine Journal 2014 （Vol.56, Iss.88） 400p／23cm AAC Press 2014 発行者寄贈

気
が
す
る
の
で
あ
る
。
あ
と
が
き
で
著

者
は「
山
岳
と
詩
歌
の
婚
姻
…
…
。そ
ん

な
こ
と
を
頭
の
隅
に
お
い
て
、
こ
こ
ま

で
熱
く
書
き
つ
い
で
き
た
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
文
学
に
造
詣
の
深
い
著
者
で

な
け
れ
ば
で
き
な
い
一
冊
と
言
え
よ
う
。

 

（
荒
井
正
人
）

平
成
26
年
度
第
６
回（
10
月
度
）理
事
会

議
事
録�

日
時　

平
成
2６
年
10
月
８
日
㈬
1９
時
00

分
～
20
時
５0
分

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室

【
出
席
者
】
森
会
長
、
節
田
・
古
野
各
副

会
長
、
高
原
・
吉
川
・
佐
藤
各

常
務
理
事
、
勝
山
・
山
田
・
野

口
・
大
槻
・
落
合
・
川
瀬
・
山

賀
・
直
江
各
理
事
、
浜
崎
監
事

【
欠
席
者
】
黒
川
副
会
長
・
吉
永
監
事

【
審
議
事
項
】

１
・「
Ｃ 
25
遭
難
対
策
規
程
」
の
制
定

に
つ
い
て

　

平
成
2５
年
度
10
月
度
理
事
会
か
ら
４

回
に
わ
た
り
協
議
さ
れ
た
「
本
会
主
催

山
行
に
お
け
る
山
行
連
絡
及
び
事
故
連

絡
フ
ロ
ー
」に
つ
い
て
、規
程
と
し
て
位

置
付
け
る
た
め
、
別
添
資
料
に
基
づ
き

審
議
し
た
。〈
賛
成
1４
、反
対
な
し
で
承

認
〉 

２
・
１
１
０
周
年
記
念
事
業
・
旅
行
業

者
選
定
及
び
発
注
書
発
行
に
つ
い
て 

１
１
０
周
年
記
念
事
業
に
お
け
る
記

念
ツ
ア
ー
に
か
か
る
旅
行
業
者
の
選
定

は
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
法
令
順
守
、
公

平
性
の
確
保
の
た
め
設
置
さ
れ
た
業
者

選
定
作
業
小
委
員
会
（
委
員
長
：
森
会

長
）を
2
回
開
催
し
検
討
し
た
。そ
の
結

果
、
株
式
会
社
ア
ト
ラ
ス
ト
レ
ッ
ク
及
び

ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

の
2
社
を
選
定
し
、
発
注
書
を
発
行
す

る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
緯
を
記

し
た
別
添
議
案
に
よ
り
審
議
し
た
。

〈
賛
成
1４
、
反
対
な
し
で
承
認
〉

会

務

報

告
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３
・
入
会
希
望
者
に
つ
い
て

標
記
に
つ
い
て
、
別
添
議
案
に
よ
り

５
名
の
入
会
に
つ
い
て
審
議
し
た
。〈
賛

成
1４
、
反
対
な
し
で
承
認
〉

【
協
議
事
項
】�

１
・
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
刷
新
に
つ
い
て（
高
原
）

総
務
委
員
会
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
、

現
在
年
1
回
開
催
し
て
い
る
「
新
入
会

員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
、入
会
希

望
者
に
も
適
用
で
き
る「
説
明
会
」に
変

更
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
別

添
資
料
に
よ
り
協
議
し
た
。
継
続
協
議

と
す
る
。

【
報
告
事
項
】�

１
・
平
成
2６
年
度
名
誉
会
員
の
推
薦
に

つ
い
て（
高
原
）

９
月
末
の
期
限
ま
で
に
推
薦
が
な
く
、

本
年
度
は
該
当
者
な
し
と
す
る
。

２
・
平
成
2６
年
度
新
永
年
会
員
に
つ
い

て（
高
原
）

　

別
添
資
料
の
と
お
り
４９
名
が
新
永
年

会
員
に
該
当
す
る
。

３
・
次
期
役
員
等
の
選
出
に
つ
い
て

（
高
原
）

　

任
期
等
に
つ
い
て
定
款
及
び
規
程
類

に
よ
る
確
認
が
資
料
に
基
づ
き
あ
っ
た
。

４
・「
日
本
山
岳
会
の
財
政
問
題（
１
）」

に
つ
い
て（
吉
川
）

会
員
数
減
少
及
び
会
員
の
高
年
齢
化

等
が
及
ぼ
す
日
本
山
岳
会
の
財
政
へ
の

影
響
等
に
つ
い
て
、
別
添
資
料
に
よ
り

財
務
担
当
理
事
の
立
場
か
ら
報
告
が
あ

っ
た
。

５
・
寄
付
金
・
助
成
金
の
受
入
事
前
申

請
／
報
告
／
確
認
及
び
受
入
報
告
に
つ

い
て（
吉
川
）

寄
付
金
・
助
成
金
の
受
入
事
前
申
請

1
件
、
受
入
報
告
６
件
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

６
・
１
１
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

（
古
野
・
佐
藤
）

現
在
の
進
捗
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。

学
生
部
女
子
ム
ス
タ
ン
登
山
隊
に
よ
る

未
踏
峰
登
頂
の
状
況
等
の
報
告
が
あ
っ

た
。
ま
た
、年
次
晩
餐
会
の
案
内
に
、女

子
隊
に
併
せ
て
来
年
海
外
派
遣
予
定
の

男
子
隊
に
つ
い
て
の
寄
付
金
願
い
を
同

封
す
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

７
・
日
中
韓
三
国
学
生
交
流
登
山
の
韓

国
で
の
打
合
せ
備
忘
録
に
つ
い
て
（
古

野
）８

月
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
日
中
韓

三
国
学
生
交
流
登
山
の
際
に
各
国
団
長

の
間
で
合
意
さ
れ
た
２
０
１
５
年
の
中

国
開
催
、
２
０
１
６
年
の
日
本
開
催
の

備
忘
録
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

８
・
上
高
地
梓
川
右
岸
専
用
水
道
事
業

組
合
か
ら
の
組
合
加
入
承
認
文
書
受
領

等
に
つ
い
て（
大
槻
）

別
添
の
と
お
り
標
記
組
合
よ
り
承
認

文
書
が
届
い
た
。つ
い
て
は
、加
入
負
担

金
１
６
０
万
円
の
支
払
い
が
発
生
し
た
。

そ
の
他
、
上
高
地
山
研
の
テ
ラ
ス
工
事

の
見
積
書
を
受
領
し
た
。

９
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
全
国
安

全
登
山
実
技
指
導
講
習
会（
剱
岳
）に
つ

い
て（
古
野
）

９
月
1８
日
～
23
日
の
間
、
国
立
登
山

研
修
所
剱
沢
夏
山
前
進
基
地
を
ベ
ー
ス

に
開
催
し
、本
部
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
と
４
支
部
合
計
32
名
の
会
員
が
参
加

し
た
。
登
攀
技
術
の
向
上
及
び
リ
ー
ダ

ー
育
成
に
成
果
が
あ
っ
た
。

10
・
電
子
国
土
賞
の
応
募
に
つ
い
て

（
佐
藤
）

当
会
か
ら
推
薦
し
た
1
件
が
2
次
選

考
に
進
ん
で
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

11
・
平
成
2６
年
度
支
部
合
同
会
議
開
催

に
つ
い
て（
高
原
） 

９
月
20
日
～
21
日
に
開
催
さ
れ
た
標

記
会
議
の
報
告
が
別
添
の
と
お
り
あ
っ

た
。

12
・
Ｄ 
７
「
Ｊ
Ａ
Ｃ
マ
ー
ク
使
用
要

領
」制
定
に
つ
い
て（
高
原
）

当
会
が
商
標
登
録
し
て
い
る
「
Ｊ
Ａ

Ｃ
マ
ー
ク
」の
使
用
に
つ
い
て
、こ
れ
ま

で
明
文
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
た
に
標
記
要
領
を
定
め
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

13
・
国
立
国
会
図
書
館
か
ら
、
同
館
が

国
立
国
会
図
書
館
法
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
収
集
保

存
事
業
の
一
環
と
し
て
、
当
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
収
集
・
保
存
の
対
象
と
し

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
許

諾
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
） 

14
・
東
京
多
摩
支
部
か
ら
支
部
創
立
５

周
年
の
記
念
品
と
し
て
作
成
す
る
日
本

手
ぬ
ぐ
い
に「
Ｊ
Ａ
Ｃ
マ
ー
ク
」を
使
用

し
た
い
と
の
申
請
が
あ
り
許
可
し
た
。

（
高
原
）

15
・
㈱
プ
ラ
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ツ
か
ら
同
社

が
発
行
す
る
月
刊
誌『
男
の
隠
れ
家
』に

ウ
ェ
ス
ト
ン
卿
の
写
真
を
掲
載
し
た
い

と
の
申
請
が
あ
り
許
可
し
た
。（
節
田
） 

16
・
富
山
県
立
山
博
物
館
か
ら『
山
岳
』

の
写
真
・
図
を
特
別
企
画
展
等
の
展
示

パ
ネ
ル
、
解
説
図
録
に
掲
載
し
た
い
と

の
申
請
が
あ
り
許
可
し
た
。（
節
田
）

17
・「
山
」10
月
号
の
発
行
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。（
節
田
） 

【
今
後
の
予
定
】�

１
・
当
会
創
立
記
念
日　

10
月
1４
日
㈫

ル
ー
ム
休
み 

２
・
平
成
2６
年
度
第
2
回
評
議
員
懇
談

会　

10
月
1７
日
㈮
1６
時
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会
員
異
動
（
10
月
分
）

物
故

大
谷
一
良
（
４
５
７
７
） 

14
・
9
・
21

吉
永
定
雄
（
６
０
９
７
） 

14
・
9
・
28

田
辺
恵
造
（
６
３
６
４
） 

14
・
10
・
21

伊
藤
敏
男
（
６
７
２
５
） 

14
・
8
・
24

高
澤
英
雄
（
７
９
５
６) 

14
・
10
・
11

佐
藤
隆
男
（
９
４
５
６
） 

14
・
9
・
1

中
山　

誠
（
１
４
０
０
５
）14
・
10
・
23

阿
部　

浩
（
１
４
３
３
０
）14
・
10
・
19

退
会

小
野
木
伸
夫
（
９
０
３
２
）
越
後 

豊
城
邦
民
（
１
０
１
８
３
）
京
都･

滋
賀

大
野
七
範
（
１
５
０
７
４
）
東
海 

◆
高
峰
高
原
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
ク

�

集
会
委
員
会

料
理
自
慢
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
イ

ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
と
も
に
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
で
高
峰
山
、
黒
斑
山
を
闊
歩
し
ま

す
。
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
セ
ッ
ト
の
レ
ン
タ
ル

も
あ
り
ま
す
。

日
程　

2
月
21
日
㈯
～
22
日
㈰　

1
泊

2
日

集
合　

21
日　

９
時
30
分　

Ｊ
Ｒ
長
野

新
幹
線
佐
久
平
駅

宿
泊　

高
峰
高
原
ホ
テ
ル

解
散　

22
日　

16
時
30
分
ご
ろ　

佐
久

平
駅

費
用　

2
万
円
（
宿
泊
、
現
地
交
通
費
、

保
険
料
他
）

定
員　

14
名　

申
込
者
に
詳
細
を
お
送

り
し
ま
す
。

申
込　

１
月
15
日
ま
で
に　

植
木
淑
美

宛
。

０
４
２ 

７
３
４ 

１
４

９
８
ま
た
は

syukai@
jac.

or.jp 

３
・
晩
餐
会　

12
月
６
日
㈯　

新
宿
・

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
1８
時

４
・
支
部
長
会
議　

12
月
６
日
㈯
10
時

30
分
～
新
宿
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

５
・
日
本
山
岳
協
会
「
広
島
山
岳
平
和

祭
」11
月
22
日
～
2６
日 

平
和
公
園
、
宮

島 

以
上

平
成
26
年
度
第
７
回
（
11
月
度
理
事
会

案
内�

日
時　

平
成
2６
年
11
月
12
日
㈬
1９
時
よ

り

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室

議
題　

１
・
平
成
2６
年
度
秩
父
宮
記
念

山
岳
賞
の
推
薦
に
つ
い
て 

 

２
・
そ
の
他

10月10月

1
日　

常
務
理
事
会　

集
会
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

2
日　

支
部
事
業
委
員
会

3
日　

図
書
委
員
会

4
日　

緑
爽
会

6
日　

総
務
委
員
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

「
家
族
登
山
」
普
及
委
員
会

7
日　

１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
Ｐ

Ｔ　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

8
日　

理
事
会　

休
山
会　

山
想
倶
楽

部

9
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

山
岳

地
理
ク
ラ
ブ　

み
ち
の
り
山
の

会

10
日　

九
五
会

15
日　

三
水
会　

青
年
部　

つ
く
も
会

16
日　

科
学
委
員
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

17
日　

評
議
員
懇
談
会　
「
山
の
日
」事

業
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

18
日　

Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会　

山
の
自
然
学
研

究
会

20
日　

緑
爽
会　

総
務
委
員
会　

資
料

映
像
委
員
会　

バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

21
日　

00
会　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員

会　

海
外
委
員
会

22
日　

自
然
保
護
委
員
会　

遭
難
対
策

委
員
会

23
日　

学
生
部　

01
会　

公
益
法
人
運

営
委
員
会

24
日　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ　

緑
爽
会

27
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

28
日　

集
会
委
員
会　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ

ィ
ア
委
員
会

29
日　

会
員
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
Ｗ

Ｇ　

麗
山
会

30
日　

海
外
委
員
会　

総
務
委
員
会　

「
家
族
登
山
」
普
及
委
員
会　

山
遊
会10

月
来
室
者　

５
８
７
名

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション
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❖
編
集
後
記
❖

◦
先
月
の
ネ
パ
ー
ル
か
ら
香
港
の
山
へ

と
出
張
が
続
き
、
今
月
号
も
担
当
理
事

の
節
田
重
節
副
会
長
と
編
集
ス
タ
ッ
フ

の
原
邦
三
さ
ん
に
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を

お
任
せ
し
た
ま
ま
で
す
。
毎
号
を
綱
渡

り
の
よ
う
に
な
ん
と
か
繋
い
で
お
り
ま

す
が
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
ひ
ょ
ん
な
出
会

い
も
あ
り
ま
し
た
。

◦
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
、
い
つ
も
寄
稿
く

だ
さ
る
Ｍ
会
員
と
同
じ
宿
に
な
り
、
夕

食
や
朝
食
を
と
も
に
し
ま
し
た
。
長
年

国
内
外
の
山
を
歩
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

話
は
、と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。そ

の
約
10
日
後
、
ク
ー
ン
ブ
の
テ
ィ
ン
ポ

と
い
う
村
（
春
か
ら
秋
の
間
だ
け
放
牧

の
た
め
の
カ
ル
カ
と
一
軒
の
宿
が
で
き

る
）で
は
、
ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
か
ら
テ
シ
・

ラ
プ
チ
ャ
を
越
え
て
き
た
Ｏ
理
事
と
顔

合
わ
せ
。
山
の
世
界
は
案
外
狭
い
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

（
柏
澄
子
）

日本山岳会所蔵資料紹介 No.16
［資産番号］
［資 料 名］
［部 門 名］
［寄 贈 者］
［受 入 日］

10048、10063、10071、121
中村清太郎山岳画
絵画
不明
不明

中村清太郎（1888 〜 1967）は、「山を描く画家の集団」として
1936（昭和11）年に創立された日本山岳画協会の創立会員の一人
である。ほかに足立源一郎、茨木猪之吉、石川滋彦、小菅徳二、
丸山晩霞、武井真澄、吉田博、末光清、内野猛が、顧問に小島烏水、
藤木九三の名がある。1908年、日本山岳会に入会（会員番号153）。
入会後は『山岳』に多くの作品を提供している。

また先駆的な登山を行ない、登山史に名を残している。1910
（明治43）年 7 〜 8月、鹿島槍ヶ岳から蓮華岳までの後立山連峰縦
走や、黒部源流の山々を経て槍ヶ岳までの縦走（同行者/辻本満丸、
三枝威之介）、小島烏水らとの赤石山脈初縦走や聖岳などの初登
山は登山史に残る。さらに、針ノ木岳の命名、新種となる日本産
の高山蝶「クモマツマキチョウ」の発見者としても知られる。

当会には絵画（油絵）4 点が寄贈されている。3 点は当会に展示、
1 点（「白馬岳」・50号）は市立大町山岳博物館に寄託している。今
号では本会に展示されている写真①〜③の 3 点を紹介する。絵画
①初夏の槍ヶ岳（10号、ロビーに展示）、②田代池の白樺（変形 6 、
104号室に展示）、③雪渓（104号室に展示）である。なお、①と③
の制作日については記載がない。

なお、日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→資料映像委員会へアクセス
すると、「会報ページそのもの」を「拡大およびカラー」で見ることができます。活用ください。また、
公開資料に関する情報・ご意見・ご教示など、次までお寄せください。

 jacshiryo102@jac.or.jp（資料映像委員会）

①初夏の槍ヶ岳

③雪渓　長次郎谷

②田代池の白樺　神河内・田代池にて
　（大正13年作）




